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─────────────────────────────────────────── 

令和５年 ３ 月 宇 美 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第２日） 

令和５年３月８日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

 提出された案件は次のとおり 

 日程第１ 議案第１号 第７次宇美町総合計画について 

 日程第２ 議案第２号 町道路線の認定について（四時田団地７号線） 

 日程第３ 議案第３号 町道路線の認定について（早見１７号線） 

 日程第４ 議案第４号 町道路線の認定について（浦尻１号線） 

 日程第５ 議案第５号 工事請負契約の締結について（令和４年度宇美小学校体育館外壁等改

修工事） 

 日程第６ 議案第１３号 令和４年度宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

 日程第７ 議案第１４号 令和４年度宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

 日程第８ 議案第１５号 令和４年度宇美町上水道事業会計補正予算（第６号） 

 日程第９ 議案第１６号 令和４年度宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第１０ 議案第１７号 令和４年度宇美町一般会計補正予算（第１０号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議案第１号 第７次宇美町総合計画について 

 日程第２ 議案第２号 町道路線の認定について（四時田団地７号線） 

 日程第３ 議案第３号 町道路線の認定について（早見１７号線） 

 日程第４ 議案第４号 町道路線の認定について（浦尻１号線） 

 日程第５ 議案第５号 工事請負契約の締結について（令和４年度宇美小学校体育館外壁等改

修工事） 

 日程第６ 議案第１３号 令和４年度宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

 日程第７ 議案第１４号 令和４年度宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

 日程第８ 議案第１５号 令和４年度宇美町上水道事業会計補正予算（第６号） 

 日程第９ 議案第１６号 令和４年度宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第１０ 議案第１７号 令和４年度宇美町一般会計補正予算（第１０号） 

────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

１番 小林 孝昭         ２番 安川 禎幸 
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３番 髙橋 紳章         ４番 丸山 康夫 

５番 平野 龍彦         ６番 安川 繁典 

７番 入江 政行         ８番 黒川  悟 

９番 鳴海 圭矢        １０番 白水 英至 

１１番 藤木  泰        １２番 古賀ひろ子 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局長 太田 美和              

    書記 中山 直子     書記 五所 万典 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 安川 茂伸     副町長 ………………… 原田 和幸 

副町長 ………………… 一木 孝敏     教育長 ………………… 佐々木壮一朗 

総務課長 ……………… 工藤 正人     危機管理課長 ………… 安川 忠行 

財政課長 ……………… 中西 敏光     まちづくり課長 ……… 太田 一男 

税務課長 ……………… 松田 博幸     会計課長 ……………… 瓦田 浩一 

住民課長 ……………… 八島 勝行     健康福祉課長 ………… 尾上 靖子 

環境農林課長 ………… 久我 政克     管財課長 ……………… 矢野 量久 

都市整備課長 ………… 藤木 義和     上下水道課長 ………… 前田 友博 

学校教育課長 ………… 川畑 廣典     社会教育課長 ………… 佐伯 剛美 

こどもみらい課長 …… 飯西 美咲                       

────────────────────────────── 

10時00分開議 

○議会事務局長（太田美和）  起立願います。礼。おはようございます。着席願います。 

 本日の議事日程第２号を表示しておりますので、御確認願います。 

○議長（古賀ひろ子）  改めまして、おはようございます。 

 本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１号 

○議長（古賀ひろ子）  日程第１、議案第１号 第７次宇美町総合計画についてを議題といたしま
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す。 

 提案理由の説明を求めます。太田まちづくり課長。 

○まちづくり課長（太田一男）  それでは、よろしくお願いいたします。 

 議案第１号 第７次宇美町総合計画について、上記の議案を別紙のとおり提出する。令和５年

３月７日、宇美町長安川茂伸。 

 提案理由でございます。急速な社会情勢の変化や多様化する町の課題を踏まえ、全ての町民が

幸せを実感できる持続可能なまちとして発展していくため、「「このまちが、いい。」わたした

ちの誇り 宇美」を町の将来像とした第７次宇美町総合計画を策定するに当たり、宇美町議会基

本条例第１０条第１項第２号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 前段といたしまして、第７次宇美町総合計画の策定に当たりましては、計画に町民の方々の声

を反映するために、町民３,０００人を対象とした町民意識調査、中学生３９４人を対象とした

中学生アンケート、町民５３名の方に御参加いただいたまちづくりワークショップ、それやパブ

リックコメントなどを実施をしております。 

 町では、今回の総合計画は職員全員で取り組むという方針のもと、職員全員を策定部会とし、

その代表者として、係長、主幹、課長補佐級で構成した策定部会プロジェクトチームを設置し、

素案作成のための会議を９回開催し、その案を副町長を委員長とする副町長、教育長、各課課長

等で構成される総合計画策定委員会で１１回重ねて協議を行い、計２０回を超える会議とは別に、

各課とも随時、ヒアリングや修正を行い、職員一丸となって策定をしております。 

 また、作成した素案を、町民の代表者からなる総合計画審議会のほうで８回にわたり活発な御

意見を頂きながら修正を重ね、総合計画を策定したものでございます。 

 それでは、第７次宇美町総合計画の概要について御説明をさせていただきます。 

 ２ページから３ページの総合計画審議会からの答申につきましては、最後に報告をさせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 ４ページを御覧ください。 

 計画の概要について御説明をさせていただきます。冒頭のページですが、表紙の次に、宇美町

町民憲章を掲載することとしております。 

 ５ページを御覧ください。第１部、序論になります。 

 ６ページを御覧ください。総合計画の概要として、目的や構成、計画期間を記載しております。 

 １の総合計画とは、の部分に記載しておりますが、地方自治体における総合計画とは、事業を

計画的に進めるための最上位計画であり、最も重要な計画となっております。 

 ２の計画策定の目的ですが、第６次宇美町総合計画を策定後８年を経過し、少子高齢化の急速

な進行や大規模災害の発生などの様々な課題に対応し、全ての町民が幸せを実感できる持続可能
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なまちとして発展することを目的として策定をしております。 

 ３の計画の構成と期間になりますが、第７次宇美町総合計画は、宇美町が目指す将来像とその

実現に向けた基本目標などを示した令和５年度から令和１２年度までの８年間の基本構想部分と、

基本構想に基づき各分野において取り組む主要な施策等を示した実践計画の２つで構成されてお

ります。実践計画は、社会動向の変化などに柔軟に対応できるよう前期・後期の４年ずつに分か

れており、今回の前期実践計画は、令和５年度から令和８年度までの４年間の計画となります。

前期実践計画の実現のため、今後、毎年度、施策ごとの事業計画を策定いたします。前期実践計

画を着実に推し進めるため、年度ごとに事業計画の評価検証を行うとともに、議会への進捗状況

の報告や町ホームページなどによる事業評価の公表を行ってまいります。 

 ７ページを御覧ください。７ページには、宇美町を取り巻く社会情勢について、８ページには、

宇美町の特性を、９ページから１０ページに宇美町の現状などを記載しております。 

 このように、今回の総合計画では、イラストや図などを用いて見る人に分かりやすく、また伝

わりやすくなることを意識して策定をしております。 

 続きまして、第２部、基本構想になります。 

 １１ページを御覧ください。宇美町の将来像になります。今回の総合計画では、町の目指す将

来像を、「「このまちが、いい。」わたしたちの誇り 宇美」と定めています。町の目指す姿を

表した大事な部分となりますので、読み上げさせていただきます。 

 このまちが、いい。「宇美町で、いい。」でなく、「宇美町が、いい。」と選ばれる町へ。宇

美町の先人たちが守り育んできた豊かな自然、古（いにしえ）から引き継がれる多くの歴史・文

化、あたたかい「人と人とのつながり」それは、町のすばらしい宝です。その町の宝を活かしな

がら、町民、行政、まちに関わるすべての人が共に新たな宇美町の価値をうみだします。そして

「宇美町に生まれ育った人」、「宇美町に移り住んだ人」、「これから宇美町に移り住む人」す

べての人がこのまちがいい。と思えるようなまちを作ります。これからの８年間でうみだされる

価値がわたしたちの誇りのひとつとなり、その先の将来も小さな子どもたちから、おじいさんお

ばあさんたちまですべての町民がこのまちが、いい。と思えるちょっとワクワクする宇美町を目

指します。 

 今回の総合計画では、「このまちで、いい。」ではなく、「このまちが、いい。」と選ばれる

町を目指していく、強い思いが込められた計画となっております。 

 １２ページを御覧ください。町の将来像を実現するための計画の柱となる６つの基本目標を定

めております。 

 基本目標の策定においては、町民トークカフェや町長の５つのビジョン、職員からのアイデア

や総合計画審議会での様々な御意見を踏まえながら定めたものになります。 
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 基本目標１、みんなで「子どもの育ち」を応援し生涯にわたって「学び」を楽しむ『笑顔』を

うみだすまち。 

 基本目標２、支えあい「いきいき」と暮らし続ける『元気』をうみだすまち。 

 基本目標３、災害に強く誰もが「安全」に暮らせる『安心』をうみだすまち。 

 基本目標４、豊かな自然環境と調和した『心地よい暮らし』をうみだすまち。 

 基本目標５、地域の特性を活かした『活気ある産業と交流』をうみだすまち。 

 基本目標６、町民と行政がパートナーとなり共働で『まちの魅力』をうみだすまち。 

 以上、６つの基本目標を掲げております。 

 １３ページを御覧ください。それぞれの基本目標ごとにどのような町を目指していくのか、宇

美町の目指す姿をお示ししております。 

 １４ページを御覧ください。第３部、町の将来像、基本目標を実現するための令和５年度から

令和８年度までの４年間の施策の方向性を示した前期実践計画になります。右の体系図について

は、基本目標６つの柱と基本目標を達成するための２１の施策を示しております。 

 １５ページを御覧ください。左に前期実践計画の４年間に特に重点的・分野横断的に取り組む

３つの重点方針を定めております。 

 重点方針①「子育てしやすいまち」の実現として、「子育てをするなら、宇美町で」と選ばれ

るまちを実現するために、妊娠期から始まる子育て支援や保育・教育の充実だけでなく、全ての

分野において子育ての視点に立った「子育てしやすいまち」を念頭に置いた取組を進めていきま

す。 

 重点方針②シティプロモーションの推進として、まちの魅力を町内外へ発信するためのシティ

プロモーション体制を確立し、積極的、戦略的なシティセールスを実施します。そして、全ての

分野において、町外だけではなく、町民に対しても町の魅力を発信し、「このまちに住んでよか

った。」と誇りに思えるまちづくりを進めてまいります。 

 重点方針③自治体ＤＸの推進として、町民の新たなニーズに対応できる持続可能な行政サービ

スを構築するために、行政のデジタル化を推進し、自治体ＤＸの取組を進めます。町民が「便利

なった」と実感できるような行政サービスの実現や行政事務の効率化を進めてまいります。 

 この３つを重点方針として、今後の各分野の施策の実施において、この３つの視点を持って取

り組んでいくという方針を定めております。 

 右に計画の見方を載せております。①の部分に施策の名称を、②の部分に現状、③の部分に課

題、④の部分に施策の方向性、⑤の部分に評価指標を示しております。 

 それでは、１６ページをお願いいたします。前期実践計画の内容に入ってまいります。基本目

標別に前期実践計画の施策の方向性を示した部分となります。 
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 基本目標１、みんなで「子どもの育ち」を応援し生涯にわたって「学び」を楽しむ『笑顔』を

うみだすまちの実現として、施策の１－１には、子育て支援の充実を。 

 １７ページを御覧ください。施策の１－２には、学校教育の充実を。 

 １８ページを御覧ください。施策の１－３には、生涯にわたる学びの推進を。 

 １９ページを御覧ください。施策の１－４には、スポーツ・文化活動の推進を。 

 ２０ページを御覧ください。施策の１－５には、子どもの健全育成を。 

 以上、基本目標１には、５つの施策の現状、課題、施策の方向性、評価指標を示しております。 

 ２１ページをお願いいたします。基本目標２、支えあい「いきいき」と暮らし続ける『元気』

をうみだすまちの実現として、施策２－１には、地域で支えあう福祉環境の充実を。 

 ２２ページをお願いします。施策の２－２には、いつまでも健康でいきいきと暮らせるまちづ

くりの推進を。 

 以上、基本目標２には、２つの施策の現状、課題、施策の方向性、評価指標を示しております。 

 ２３ページを御覧ください。基本目標３、災害に強く誰もが「安全」に暮らせる『安心』をう

みだすまちの実現として、施策３－１には、災害に強いまちづくりの推進を。 

 ２４ページを御覧ください。施策３－２には、防犯・交通安全対策の推進を。 

 以上、基本目標３には、２つの施策の現状、課題、施策の方向性、評価指標を示しています。 

 ２５ページを御覧ください。基本目標４、豊かな自然環境と調和した『心地よい暮らし』をう

みだすまちの実現として、施策４－１には、安全で快適な道路環境の整備を。 

 ２６ページをお願いいたします。施策の４－２には、地域公共交通の充実を。 

 ２７ページを御覧ください。施策の４－３には、環境にやさしいまちの実現を。 

 ２８ページをお願いいたします。施策の４－４には、自然環境の保全と生活環境の向上を。 

 ２９ページをお願いいたします。施策４－５には、土地利用と公園の整備を。 

 ３０ページを御覧ください。施策の４－６には、上水道の安定供給と下水道の適正管理を。 

 以上、基本目標４には、６つの施策の現状、課題、施策の方向性、評価指標を示しています。 

 ３１ページをお願いいたします。基本目標５、地域の特性を活かした『活気ある産業と交流』

をうみだすまちの実現として、施策の５－１には、地域経済の活性化を。 

 ３２ページをお願いします。施策の５－２には、農業の振興を。 

 以上、基本目標５には、２つの施策の現状、課題、施策の方向性、評価指標を示しております。 

 ３３ページをお願いいたします。基本目標６、町民と行政がパートナーとなり共働で『まちの

魅力』をうみだすまちの実現として、施策の６－１には、まちの魅力向上を。 

 ３４ページをお願いいたします。施策の６－２には、共働のまちづくりの推進を。 

 ３５ページをお願いいたします。施策の６－３には、人権の尊重と男女共同参画の推進を。 
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 ３６ページをお願いいたします。施策の６－４には、持続可能な行財政運営を。 

 以上、基本目標６には、４つの施策の現状、課題、施策の方向性、評価指標を示しております。 

 戻りまして、２ページから３ページを御覧ください。 

 総合計画審議会からの答申について御報告をさせていただきます。 

 令和５年２月９日に総合計画審議会嶋田会長から町長へ、先ほど御説明させていただきました

総合計画とともに答申書が提出をされております。 

 答申では、町の将来像の実現に向けて、今後の総合計画の着実な推進のための４つの意見が付

されておりますので、今後の総合計画のさらなる推進のため、答申を反映した事業実施を推進し

てまいります。 

 以上で総合計画の概要の説明を終わらせていただきますが、今回の総合計画では、町民意識調

査や町民アンケートの実施など町民の方の意見を反映するとともに、町としましても職員全員が

一丸となって総合計画の策定に取り組んでまいりました。また、議会からも御参加いただきまし

た総合計画審議会でも委員各位から本当に活発な御意見が出され、よりよい計画となるように修

正に修正を重ね策定した計画となっております。 

 以上で説明を終わりますが、御審議の上、御議決いただきますよう、どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（古賀ひろ子）  説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。４番、

丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  私も審議会の委員に入っていましたんで、個別の内容にはもちろん触

れませんけれども、非常に活発な御意見が出ていました。以前に比べたら５倍以上あったんじゃ

ないかなと評価しているわけなんですけれども。立派な計画ができたと思っていますが、この計

画を絵に描いた餅にしてはならないと、こう思っています。そのためにも、この答申にも記載さ

れていますが、やはりＰＤＣＡサイクル、これをどう構築していくかということが非常に重要に

なってくると思います。ぜひ、策定の中心人物の原田副町長にそのサイクルどう構築していくの

か。そういったイメージでも結構ですんでね、お答えいただきたいと思います。いかがですか。 

○議長（古賀ひろ子）  原田副町長。 

○副町長（原田和幸）  それでは、私のほうから回答をさせていただきます。 

 計画策定の経過については、今まちづくり課長のほうから説明させていただいたように、今回

の策定に当たっては、町職員全員が策定部員ということで、みんなでつくるみんなの計画という

ことで策定に当たってまいりました。おっしゃられるように、つくることが目的ではございませ

んので、つくって、これを実効性の高いものにしていかなければいけないというふうに思ってい

るところです。 
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 そのためには、しっかりこの計画をまず読み込んで、その上で今後の事業に生かしていくこと

で、現在、これにぶら下がる事業計画等を策定しているところでございます。それに従って、令

和５年度以降事業を実施していくわけでございますが、しっかりその事業内容についても検証し

ながら、進めていかなければいけないということです。 

 先ほど計画の中には、たくさんの指標が示されておりましたが、中には、いろんな住民の満足

度であったりとかアンケート等によって得られる数値もございます。そのために令和５年度以降

については、こういった住民向けのアンケート等も定期的に実施しながら、そういった確認もし

てまいりたいというふうに思っています。 

 また、そうして得られるような結果をしっかり庁内の中で共有いたしまして、検証し、さらに

次年度以降に改善に努めてまいりたいというふうに思っているところです。 

○議長（古賀ひろ子）  ４番、丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  ぜひ確実に実行していただきたいなと思うんですけれども。私、ちょ

っと不安材料があるんですね。この計画を具体、具現化していくために、私ね、この計画、かな

り立派なやつができたと思っているんです。ただし職員一人一人がきちんと全体像――またね全

体像をある程度把握していると思います。自分が関わった政策部門、これはね、ある程度理解し

ているんじゃないかなと思っているんです。ただし自分が関わっていない分野、そういったとこ

ろに対する理解度というのは、果たして深まっているのかどうかというのが非常に気になってい

るところでございます。 

 職員全体で複数回会議を重ねられたそうなんですけれども、やはり、果たして全部の職員が理

解し、自らが主体となって計画の推進役となれるかというのは未知数じゃないかなと思っていま

す。これまでのように、この総合計画が机の肥やしになってはいけないと思っています。そうい

ったことがあったと思いますね。私もそうだったんです、実は。 

 実践計画の策定前に、私、これ提案なんですけれども、全職員を対象に計画の全体像から個別

政策に至るまで、やはり理解度を深めるための学習会をしっかり開催していただきたいと。こう

いうふうに提案したいと思いますけれども。また、原田副町長にお答えいただきたいと思います

が。ぜひお考えを示していただきたいなと思います。いかがですか。 

○議長（古賀ひろ子）  原田副町長。 

○副町長（原田和幸）  先ほども申し上げましたように、みんなでつくるみんなの計画というとこ

ろでスタートしたわけでございますが、実際、この計画を策定するに当たって、何度も職員間で

いろんな勉強会もさせていただきました。途中、町長の御提案にもよりまして、若い職員を対象

としたワークショップ等も実施させていただいたところです。そうした中で、本当に恥ずかしい

話でありますけれども、総合計画を知らないと、見たことがないといった職員もあったのも事実
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でございます。そういったところから非常に危機感を持ったわけでございますけれども。 

 今後、このつくる計画にあっては、今おっしゃられるように、しっかり職員がこの総合計画を

意識して、今後のまちづくりを意識しながら業務に当たっていく必要があるというふうに考えて

おりますので、全体での勉強会、また個別の勉強会、いろんな機会を捉えてしっかり対応してま

いりたいというふうに思っております。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにありませんか。９番、鳴海議員。 

○議員（９番 鳴海圭矢）  私も審議会のメンバーでしたので、この策定の中に一部関わらせてい

ただきました。時には厳しい意見もありつつ、宇美町の今の現状を踏まえた上で、どういった宇

美町を目指すのかというところにおいて、従来型の総合計画とは違う能動的な何か宇美町らしい、

大変いい総合計画ができたんではないか。自画自賛になりますけれども、そういうふうに思って

おります。 

 いい計画ができましたので、ぜひこれを広く一般の町民、一人でも多くの町民の方にもぜひ見

ていただきたいなという思いもあります。これはぜひ、議員と執行部だけのものにするんじゃな

くて、やはり町民の方にも広く何とか見ていただきたい。文章の量も大変多いので、なかなか配

布するというのも難しいかもしれないんですけれども、内容を簡単にまとめた縮小版といいます

か、そういったパンフレットなんかもつくって、広くこの中身を周知していくという計画につい

てはどういうふうにお考えなのか、答弁を求めます。 

○議長（古賀ひろ子）  太田まちづくり課長。 

○まちづくり課長（太田一男）  広く周知、この総合計画の周知ということでございます。 

 当初予算のほうで概要版をつくるようにしております。それで町民の皆様には、その概要版を

配布したいと考えております。併せまして、いろんな面でこの計画の策定に携わっていただいた

外部の方に対しても、総合計画と合わせて概要版のほうもお配りさせていただきたいというふう

に考えています。 

○議長（古賀ひろ子）  ９番、鳴海議員。 

○議員（９番 鳴海圭矢）  概要版は配布するということで、ネットなどでは、公開はどうなって

いるんでしょうか。 

○議長（古賀ひろ子）  太田課長。 

○まちづくり課長（太田一男）  すいません、言葉足らずで申し訳ございません。当然ながら策定

の折には、ホームページ、ＳＮＳ等で広く町内に問わず町外の方にも発信をさせていただきたい

と思っています。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにありませんか。５番、平野議員。 

○議員（５番 平野龍彦）  まさに、わくわくした計画書だと思います。５年後１０年後はもう非
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常に楽しみでございます。 

 １点、気になる点があります。地域公共交通のオンデマンドバスについてですが、１日の利用

数２５０人。ちょっと少ないような感じがするんですけど、今後、情報修正といいますか、

３００人とか３５０人、そういう情報修正の考えがあるのか。また、設定根拠ももし分かれば教

えてもらって。一応、２点、どうぞ、お願いします。 

○議長（古賀ひろ子）  太田課長。 

○まちづくり課長（太田一男）  このオンデマンドバス、のるーとの１日当たりの利用者数

２５０人の目標、令和８年度につきましては、こののるーと宇美の導入については、デジタル田

園都市国家構想推進交付金を活用させていただいております。活用するに当たりまして、事業の

目標達成のための指標というのがございまして、１日当たりののるーとの利用者数を令和６年度

以降には、もう２５０人を超えるような形でということで目標を設定しているところでございま

す。 

 今、今現在、ハピネス号の利用者数が令和３年度で１日当たり約１８０名程度でございました

んで、それを超える数字ということで、あくまでも２５０人というのは最低目指すべき数字でご

ざいますので、当然ながら、それ以上を目指して、今後、進めてまいりたいと思っています。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第１号 第７次宇美町総合計画についてを採決いたします。本案を原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子）  起立全員であります。したがって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第２号 

○議長（古賀ひろ子）  日程第２、議案第２号 町道路線の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。藤木都市整備課長。 

○都市整備課長（藤木義和）  おはようございます。都市整備課でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 
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 議案第２号 町道路線の認定について。次のように、町道路線を認定するものとする。令和

５年３月７日提出。宇美町長安川茂伸。 

 路線名でございますけれども、四時田団地７号線。起点、ゆりが丘二丁目４５７番１６、終点、

ゆりが丘二丁目４５７番１８。重要な経過地、ゆりが丘二丁目。 

 提案理由でございますが。道路法第８条第１項の規定により町道路線を認定するに当たり、同

条第２項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 次ページに位置図を示しております。主要地方道飯塚大野城線、四王寺坂交差点から少し東側

に接続する町道四時田団地２号線から南東方向に延びる道路で、図面中央の赤色の線で示してお

ります路線となります。赤丸が起点、矢印は終点を示しております。この町道四時田団地７号線

は、宇美町町道の認定基準及び要件を定める規則第３条の規定に基づき、開発行為等の完了検査

済の通知を受けた日から３年が経過をいたしましたので、町道認定を行うものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議をいただき、議決いただきますようお願いいたします。 

○議長（古賀ひろ子）  説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第２号 町道路線の認定についてを採決いたします。本案を原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子）  起立全員であります。したがって、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第３号 

○議長（古賀ひろ子）  日程第３、議案第３号 町道路線の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。藤木都市整備課長。 

○都市整備課長（藤木義和）  それでは、議案第３号 町道路線の認定について御説明を申し上げ

ます。 

 次のように、町道路線を認定するものとする。令和５年３月７日提出。宇美町長安川茂伸。 

 路線名につきましては、早見１７号線。起点、宇美中央四丁目３５８０番１０、終点、宇美中
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央四丁目３５８０番２。重要な経過地、宇美中央四丁目。 

 提案理由でございますが、道路法第８条第１項の規定により町道路線を認定するに当たり、同

条第２項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 次ページに位置図をお示しをしております。地域交流センターから宇美川を挟みまして、対岸

に位置する町道早見１２号線から南側に延びる道路で、図面中央の赤色の線で示している路線と

なります。赤丸が起点、矢印は終点を示しております。この町道早見１７号線は、宇美町町道の

認定基準及び要件を定める規則第３条の規定に基づき、開発行為等の完了検査済の通知を受けた

日から３年が経過をいたしましたので、町道認定を行うものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議をいただき、議決いただきますようお願いいたします。 

○議長（古賀ひろ子）  説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３号 町道路線の認定についてを採決いたします。本案を原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子）  起立全員であります。したがって、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第４号 

○議長（古賀ひろ子）  日程第４、議案第４号 町道路線の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。藤木都市整備課長。 

○都市整備課長（藤木義和）  議案第４号 町道路線の認定について御説明を申し上げます。 

 次のように、町道路線を認定するものとする。令和５年３月７日提出。宇美町長安川茂伸。 

 路線名でございますが、浦尻１号線。起点、明神坂三丁目５３８６番３７、終点、明神坂三丁

目４５４９番４６。重要な経過地、明神坂三丁目。 

 提案理由でございますが。道路法第８条第１項の規定により町道路線を認定するに当たり、同

条第２項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 次ページに、町道認定位置図をお示ししております。浦尻池の北側に位置する町道耳取～光正
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寺線と町道下宇美～浦尻線を接続する道路で、図面中央の赤色で示している路線となります。赤

丸が起点、矢印は終点を示しております。この町道浦尻１号線は、宇美町町道の認定基準及び要

件を定める規則第３条の規定に基づき、開発行為等の完了検査済の通知を受けた日から３年が経

過をいたしましたので、町道認定を行うものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議の上、議決いただきますようお願いいたします。 

○議長（古賀ひろ子）  説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第４号 町道路線の認定についてを採決いたします。本案を原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子）  起立全員であります。したがって、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第５号 

○議長（古賀ひろ子）  日程第５、議案第５号 工事請負契約の締結についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。川畑学校教育課長。 

○学校教育課長（川畑廣典）  議案第５号 工事請負契約の締結について。令和４年度宇美小学校

体育館外壁等改修工事について、次のように工事請負契約を締結するものとする。令和５年３月

７日提出。宇美町長安川茂伸。 

 １、工事箇所、福岡県糟屋郡宇美町宇美三丁目９番１号地内。 

 ２、請負契約額、１億２,２９８万円。 

 ３、工事請負人、福岡県糟屋郡宇美町桜原一丁目２番３９号、株式会社岩堀工務店宇美営業

所、営業所長、内田登美雄。 

 提案理由ですが、令和４年度宇美小学校体育館外壁等改修工事を施工するため、令和５年１月

２６日に指名競争入札を執行し工事請負人を定めたが、その者と工事請負契約を締結するに当た

り、宇美町議会の議決に付すべき契約条例第１条の規定により、議会の議決を求めるものであり

ます。 
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 別紙参考資料、２ページを御覧ください。 

 １、工事概要ですが、宇美小学校体育館は、昭和４８年３月に建築されており、建築後４９年

が経過しております。今回の改修では、建築工事として、屋根、外壁の改修のほか、体育館内部

の建具や塗装、床の研磨、ライン引き、また渡り廊下の塗装改修、外構工事、スロープ設置を行

います。そのほか照明のＬＥＤ化と内部のトイレについても改修を行う予定です。 

 ２、予定価格、３、最低制限価格、４、落札率につきましては、記載のとおりとなっておりま

す。 

 次の別紙参考資料３ページ、５、工期については、契約の効力の発生の日から令和５年１０月

３１日までを予定としております。 

 ６、指名競争入札の参加者は、記載の６者であります。この工事の指名については、特定建設

業の許可を有する町内業者３者に加えて、粕屋建設協力会の会員の中から、今回の工事と同規模

の工事実績がある３者を加えて、計６者での郵便型の指名競争入札を実施。２月３日に仮契約を

行っているところでございます。大がかりな工事となりますので、契約締結後は、工事業者及び

学校関係者と綿密な協議を行い、子どもたちの安全に最大限配慮をして、工事を進めてまいりた

いと考えております。 

 最後に、４ページに配置図をつけております。青い部分が体育館本体と渡り廊下の部分。それ

から周辺の緑色の部分については、外構工事として舗装工事を予定しているところです。 

 以上で説明を終わります。御審議の上、御議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（古賀ひろ子）  説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。４番、

丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  改修、非常にありがたいことだと思っていますけれども、１点だけお

聞きします。 

 便器のグレード、これをお尋ねしたいと思います。 

 体育館は児童だけではなくて、学校開放事業をはじめ、災害時には避難所としての利用も見込

まれております。つまり、多くの一般町民も利用される可能性が非常に高い施設であると思って

いますけれども。 

 例えば、大便器、お尻の洗浄機能であったり、便座が温かくなる機能、また、音が鳴る機能と

か、そういった機能は設置されるのでしょうか。ぜひお答えください。 

○議長（古賀ひろ子）  川畑学校教育課長。 

○学校教育課長（川畑廣典）  洋式の便器についてですけれども、すいません、温かくなるかどう

かというのはちょっと私、その仕様を覚えておりませんので今回答できませんが、水が出るウォ

シュレットこれはつけようと思いますし、議員が言われるように当然、避難所としての機能があ
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りますので、それに耐えうる便器ということで計画をして改修する予定としております。a

（「ありがとうございます」と呼ぶ者あり。） 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第５号 工事請負契約の締結についてを採決いたします。本案を原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子）  起立全員であります。したがって、議案第５号は原案のとおり可決されま

した。 

 ただいまから、タブレット設定のため１０時５５分まで休憩に入ります。 

10時42分休憩 

……………………………………………………………………………… 

10時55分再開 

○議長（古賀ひろ子）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第１３号 

○議長（古賀ひろ子）  日程第６、議案第１３号 令和４年度宇美町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。八島住民課長。 

○住民課長（八島勝行）  議案第１３号 令和４年度宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

３号）について御説明いたします。 

 予算書の３ページをお開きください。 

 令和４年度宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ２８８万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億１,０３１万３,０００円

とするものでございます。 

 本補正予算につきましては、決算見込みに伴う歳入予算の整理と後期高齢者医療広域連合納付

金の額の確定に伴う整理を中心としたものでございます。 

 歳出から御説明をいたします。 
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 １２ページ、１３ページをお開きください。 

 １款１項１目一般管理費５０万円の減額は、保険証の一斉更新に係る郵便料等の残額を整理す

るものでございます。 

 次の２項１目徴収費５万９,０００円の減額は、納税通知書等の印刷製本費及び委託料の執行

残の整理でございます。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金３４３万９,０００円の増額は、後期高齢者医療

保険料の調定更正及び保険基盤安定繰入金の額の確定に伴う補正でございます。 

 続いて、歳入の説明をいたします。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。 

 １款１項後期高齢者医療保険料の１目後期高齢者医療特別徴収保険料５１３万７,０００円の

減額及び２目後期高齢者医療普通徴収保険料９２０万３,０００円の増額は、１２月末の調定額

を基に、年度末までの収納状況を見通して、それぞれ補正するものでございます。 

 次の３款１項１目一般会計繰入金の１節職員給与費等繰入金２３万４,０００円の減額は、郵

便料の減額に伴う補正、２節の保険基盤安定繰入金６２万９,０００円の減額は、額の確定に伴

う補正を行っております。 

 次の５款２項１目雑入３２万３,０００円の減額は、保険証の郵便料に係る補助金の額の確定

に伴う補正でございます。 

 以上で説明は終わりますが、御審議の上、御議決いただきますようお願いいたします。 

○議長（古賀ひろ子）  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 

 質疑の方法についてはお諮りします。歳入歳出一括質疑と総括質疑という順序で審査を行いた

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  異議なしと認めます。 

 それでは、歳入歳出一括質疑に入ります。質疑のある方は、ページ数をお示しの上、質疑をお

願いします。質疑のある方はどうぞ。７番、入江議員。 

○議員（７番 入江政行）  １０ページなんですけれども、ここに特別――後期高齢者の特別徴収

保険料が５００万の減になっているのと、普通徴収保険料が増額になっていますけれども、この

増額、減増額になった要因として何があるのかということをちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（古賀ひろ子）  八島住民課長。 

○住民課長（八島勝行）  まず、１目の特別徴収保険料、これは年金からの徴収となっております。

（発言する者あり）年金徴収ですね。これについては、実際の収入の額、被保険者の、それに応

じて補正を行っております。 
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 あと、２項の普通徴収保険料については、これは振込みとか口座払いによる徴収料、保険料で

ございますが、これについても所得の状況に応じた保険料の額、それの調定額に応じて増額補正

をしているものでございます。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。歳入歳出一括質疑を終結します。 

 次に、総括質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。総括質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第１３号 令和４年度宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）を採

決いたします。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子）  起立全員であります。したがって、議案第１３号は原案のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第１４号 

○議長（古賀ひろ子）  日程第７、議案第１４号 令和４年度宇美町国民健康保険特別会計補正予

算（第５号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。八島住民課長。 

○住民課長（八島勝行）  それでは、議案第１４号 令和４年度宇美町国民健康保険特別会計補正

予算（第５号）について説明をいたします。 

 予算書の３ページをお開きください。 

 令和４年度宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）は、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ１億３,６２１万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４４億

６,８８２万９,０００円とするものでございます。 

 本補正予算につきましては、決算見込みに伴う各費目の整理と県支出金等の額の確定に伴う整

理を中心としたものでございます。 

 歳出から御説明をいたします。 

 １６ページ、１７ページをお開きください。 
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 １款１項１目一般管理費７４万１,０００円の減額は、年度末を見通した不用額の整理が主な

もので、１２節委託料の第三者行為求償事務委託料４０万円の増額につきましては、年度末まで

の求償完了の見込みにより増額をしております。 

 次の２目国民健康保険団体連合会負担金９万円の減額は、コロナ禍の影響により、国保連合会

における研修会等の活動が中止となったことによるものでございます。 

 次の１款２項１目賦課徴収費１１万９,０００円の減額は、年度末を見通して不用額を整理す

るものでございます。 

 １８、１９ページをお開きください。 

 ２段目になりますが、１款３項１目運営協議会費１万９,０００円の減額は、不用額を整理す

るものでございます。 

 次の２款保険給付費の１項療養諸費８,０００万円の増。一番下の２項高額療養費１,２００万

円の増。 

 次のページになりますが、５項葬祭諸費３０万円の増につきましては、いずれも決算を見込ん

で増額するものでございます。 

 次の３款国民健康保険事業費納付金の１項医療給付費分から次のページ、上段の３項介護納付

金分までは、歳入の補正に伴い、財源更正を行うものでございます。 

 次の６款１項保健事業費６万円の減額は、粕屋医師会と１市６町で取り組んでおります粕屋地

区ＣＫＤ・糖尿病対策連携システムとして実施する精密検査項目に微量アルブミン尿検査が含ま

れ、町として実施する必要がなくなったため、減額をするものでございます。 

 次の２項特定健康診査等事業費１６９万４,０００円の減額は、特定健診受診者数が当初の見

込数より減少したため、決算見込みにより減額するものでございます。 

 ７款１項１目基金積立金、国民健康保険財政調整積立基金積立金は、福岡県国民健康保険運営

方針等に基づき、安定した国保財政の運営のために積立てを行うもので、本補正予算による歳入

歳出予算の余剰分４,６６２万１,０００円を増額するものでございます。 

 ２４、２５ページをお開きください。 

 歳出の最後になりますが、９款１項３目保険給付費等交付金償還金１万５,０００円の増額は、

令和３年度の保険者努力支援交付金の精算により、償還額が確定したことにより増額するもので

ございます。 

 続いて、歳入の説明をいたします。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。 

 １款１項１目の一般被保険者国民健康保険税は、１節から３節までの現年分につきましては、

見込収納率が当初予算より上昇したことに伴い、年度末までの収納状況を見通して、合計で
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１,１９５万２,０００円の増額。４節から６節の滞納繰越分につきましては、当初予算編成時よ

り調定額が減少したことにより減額するものでございます。 

 下段の２目退職被保険者等国民健康保険税は、年度末を見通して整理しております。 

 １２ページ、１３ページをお開きください。 

 ２款１項１目督促手数料１０万円の減額は、被保険者数の減少等により督促件数が減少したこ

とによる減額でございます。 

 次の４款１項１目保険給付費等交付金８,８６６万円の増額は、１節普通交付金については歳

出の保険給付費の増額に伴うもの。２節の特別交付金は、内訳を説明欄のほうに記載しておりま

すが、保険者努力支援分３０５万８,０００円の減額は交付額の確定によるもの。特別調整交付

金１０７万円の増額は特定健診に関する事務費の増、特定健康診査等負担金１３５万２,０００円

の減額につきましては交付見込額により、それぞれ補正を行っております。 

 ５款１項１目一般会計繰入金の１節保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）は、低所得者の保険

税軽減分を公費で支援するもので、交付金額及び繰入額が確定したため１,３９４万９,０００円

の減額。 

 ２節の保険基盤安定繰入金（保険者支援分）は、低所得者の数に応じ保険税額の一定割合を公

費で支援するもので、交付金額及び繰入額が確定したため１,７１４万７,０００円の増額。 

 ３節未就学児均等割保険税繰入金は、令和４年度から未就学児に係る均等割保険税額の５割分

を公費で支援するもので、交付金の額及び繰入金額が確定したため２２３万円の増額。 

 ４節職員給与費等繰入金３,７３０万７,０００円の増額は、職員５人分の給与費等について必

要額を増額補正。 

 次のページをお開きください。 

 ６節の財政安定化支援事業繰入金１７０万２,０００円の減額は、繰入額の確定により減額す

るものでございます。 

 次の７款１項１目延滞金６５６万２,０００円の増額は、令和５年１月時点の収納額に合わせ

て補正をしております。 

 歳入の最後になりますが、７款３項雑入の１目一般被保険者第三者納付金は、交通事故等第三

者の行為により医療を受けるに至った者について国保の給付を受けた場合、当該第三者に対して

給付費を請求し納付を受けるもので、決算見込みで１８２万３,０００円の減額。 

 ３目一般被保険者返納金は、国民健康保険の資格喪失後に保険証を使用した場合、当該者に対

して給付等を請求して返還を求めるもので、決算見込みで１７５万８,０００円の増額。 

 ９目特定健康診査自己負担金３万１,０００円の減額は、決算見込みで減額。 

 １３目国民健康保険事業費給付金は、過年度の精算により額の確定がされたもので、１５万
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４,０００円を増額するものでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議の上、御議決いただきますようお願いいたします。 

○議長（古賀ひろ子）  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 

 質疑の方法についてお諮りします。歳入歳出一括質疑と総括質疑という順序で審査を行いたい

と思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  異議なしと認めます。 

 それでは、歳入歳出一括質疑に入ります。質疑のある方は、ページ数をお示しの上、質疑をお

願いします。質疑のある方はどうぞ。４番、丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  ページ数は２２ページになります。 

 国民健康保険財政調整積立基金積立金に４,６６２万１,０００円が積まれるということでござ

います。これは大変喜ばしいことであると私、認識しております。国民健康保険特別会計が以前

に比べて健全化がしていると、こう受け止められると思います。 

 そこで、お尋ねしたいんですけれども、来年度以降の国民健康保険税の改定などの見込み、ぜ

ひお答えいただきたいなと思います。 

 まず、補正予算後の基金総額、今年積んだ分、前積んだ分とあると思いますけれども、その基

金総額が幾らになるのか。そして併せて、現段階において値上げ、来年度以降の値上げを検討し

ているのか、これ据置きでいけるのか、あるいは減額もできるのか、回答を求めます。 

○議長（古賀ひろ子）  八島住民課長。 

○住民課長（八島勝行）  まず、現段階での基金の残額でございます。令和２年度以降基金が積立

てできるようになりまして、今年度補正予算書に記載しておりますように、予算額にはなります

が、１億１,７０４万３,０００円を予定しております。これを積み立てた状況――結果では２億

３,８８１万５,０００円の基金額というふうになります。 

 この金額についてでございますが、１０月、昨年１０月、国保関係の国保新聞というので全国

の統計資料が載っておりましたが、宇美町が被保険者が約７,０００人ほどおりますが、その程

度の被保険者数の自治体の平均が約２億７,０００万というふうになっていますので、ちょっと

少な目ではございますが、やっと全国平均に追いついてきたのかなというような状況でございま

す。 

 それから、来年度以降の保険税の動向でございますが、今のところ、今年度は基金の積立ても

できておりますので、来年度を直ちに上げるということではなく、これ２月に国保の運営協議会

に質問して答申を頂きましたが、来年度については、現状の保険税をそのまま維持するというこ

とで答申を頂いております。令和６年度以降については今、具体的な話はできないと思いますが、
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県のほうで納付金の額を決定されて、その通知を受けるんですけれども、その動向が来年の秋口

ぐらいには大体、少し見えてくるのかなと思いますので、来年の秋冬ぐらいからちょっと令和

６年度の税について検討させていただいて、できるだけ増額とならないような改定を考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（古賀ひろ子）  ４番、丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  全国、類似自治体、全国平均に近づいてきたと。これ大分、喜ばしい

ことじゃないかなと思うんですけれども。やはり中間所得層の国民健康保険税の負担というのが、

やはりかなり深刻じゃないかなということも思っております。 

 据え置かれるということは喜ばしいんですけれども、さらに健全化を進めて、また今回、機構

改革でもそういった医療費の抑制についてのところが重点施策にもなっているようでございます

ので、ぜひ医療の削減に向けてはしっかり取り組んでいただきたいなと思っているところです。 

 続いての質問に入りますけど、１４ページ、諸収入でございます。 

 延滞金６５６万２,０００円が計上されております。これは、延滞金がしっかりと徴収されて

いるということが見えてくる補正予算だと思っています。こうしたことが滞納繰越を減らしてい

くことにもつながってくるものであると、私は評価したいなと思っているところですが。 

 そこでお尋ねします。令和４年度の収納率の推移について、ぜひ回答していただきたいと思い

ます。また、コロナ禍で収納率がどう推移しているのか、大変気になっているところでございま

す。現年度分、そして滞納繰越分、それぞれ現段階で結構です。２月末ぐらいになるのかな。ぜ

ひ回答いただきたいと思います。 

○議長（古賀ひろ子）  中西財政課長。 

○財政課長（中西敏光）  収納につきましては、財政課のほうから回答させていただきます。 

 国保税の収納につきましては、１月末現在でございますけれども、先ほどありましたように調

定額につきましては、合計いたしますと約３,２００万ほどの減額という状況です。 

 収納額につきましても調定額が下がっていますので、１,０００万ほどの減額という状況です

が、収納率につきましては、現年度分につきましては０.１８ポイントのプラス、滞納繰越分に

ついては０.４９ポイントのプラス、合計いたしますと０.６５ポイントという状況でございます。 

 今後の収納につきましては、景気・高騰等が、現在、社会情勢で厳しい状況ではございますが、

そういったところも背景にしまして、収納については努めてまいりたいと、向上に努めてまいり

たいというふうに考えております。 

○議長（古賀ひろ子）  ４番、丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  すばらしい結果だなと、本当に評価したいなと思います。日頃の徴収
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の研さんと研究と、そういったものがしっかり生きている結果が、この厳しい情勢下でも収納率

プラスに動いているといったことでございますので、大変評価したいなと思います。どうもあり

がとうございます。回答は必要ありません。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。歳入歳出一括質疑を終結します。 

 次に、総括質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。総括質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第１４号 令和４年度宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）を採決

いたします。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子）  起立全員であります。したがって、議案第１４号は原案のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第１５号 

○議長（古賀ひろ子）  日程第８、議案第１５号 令和４年度宇美町上水道事業会計補正予算（第

６号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。前田上下水道課長。 

○上下水道課長（前田友博）  失礼いたします。それでは、議案第１５号 令和４年度宇美町上水

道事業会計補正予算（第６号）について御説明させていただきます。 

 予算書の３ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算は、年度末の決算を見通しまして補正を行うものでございます。 

 第２条で、収益的収支の収入におきまして、既決予定額８億８７３万１,０００円を６１３万

円増額補正いたしまして、８億１,４８６万１,０００円に、支出で既決予定額７億９,１９０万

円を８２４万１,０００円減額補正いたしまして、７億８,３６５万９,０００円とするものでご

ざいます。 

 第３条では、職員給与費を３３９万５,０００円減額補正しまして、８,０３８万２,０００円

とするものでございます。 
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 第４条では、他会計からの補助金５,７２３万９,０００円を５,７３２万２,０００円に改める

ものでございます。 

 資料につきましては、予算書の１７ページに事業一覧表を添付していますので、御参照くださ

い。 

 それでは、予算書の６ページ、７ページをお願いいたします。 

 収益的収入及び支出の収入におきまして、１款水道事業収益１項営業収益３目その他の営業収

益３節雑収益の２７万８,０００円の増額は、山の内浄水場のろ過池砂揚げで発生いたしました

使用済みろ過砂を企業に売却したものでございます。 

 ２項営業外収益２目補助金１節他会計補助金８万３,０００円の増額は、コロナ禍において原

油価格や物価高騰に対する支援策として、上水道基本料金を３か月間減免いたしましたが、実績

額との差額が生じましたことから、一般会計からの補助金について補正するものでございます。 

 ３目補助金――失礼いたしました、３目負担金１節他会計負担金の３３７万８,０００円の増

額は、消火栓維持管理負担金として、消火栓の漏水修理に伴う工事費等の費用５４３万３,０００円

の増額及び下水道使用料賦課徴収に係る事務負担金２０５万５,０００円の減額分について補正

を行うものでございます。 

 ２節負担金の２３９万１,０００円の増額は、給水申込みによる一般負担金の増加により補正

を行うものでございます。 

 支出に移りまして、１款水道事業費用１項営業費用１目原水及び浄水費の１節給料から５節法

定福利費までの合わせまして５,０００円の増額は、浄水場職員の年度末を見越した不用額の整

理及び令和５年度より新規に浄水場勤務として採用予定である労務職員１名と会計年度任用職員

１名について、本年３月中旬より勤務をするための補正を行っております。 

 ３６節賞与引当金繰入額及び３７節法定福利費引当金繰入額は、令和５年６月に支払い予定で

ある浄水場職員の期末勤勉手当見込額の引当金を１１９万３,０００円増額補正として計上して

おります。 

 予算書の８ページ、９ページをお願いいたします。 

 ２目配水及び給水費１９節修繕費１１５万円の増額は、本年度において本管漏水の修繕など、

修繕件数及び修繕費の増加により増額補正を行うものでございます。 

 ２４節材料費７４万円の増額は、先ほど収益的収入で他会計負担金として、消火栓の漏水修理

に伴う工事費の増額について御説明いたしましたが、一般会計からの負担金――負担対象外とな

る部分の材料費購入額を補正するものでございます。 

 ３２節受水費７４７万６,０００円の減額は、近隣町からの水融通の要望に対しまして、福岡

地区水道企業団から受水しています供給水量の一部を本年２月１日から３月３１日までの間、日
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当たり１,０００トン――失礼しました、１,０００立方メートル、２か月間合わせまして合計で

５万９,０００立方メートルを融通することに伴いまして、受水費の減額補正を行うものでござ

います。 

 ３目総係費１節給料から５節法定福利費までの４９５万１,０００円の減額は、課長等人件費

を下水道事業会計と案分するなどの整理を行ったものでございます。 

 ３６節賞与引当金繰入額及び３７節法定福利費引当金繰入額は、令和５年６月に支払い予定で

ある期末勤勉手当見込額の引当金を３５万８,０００円増額補正として計上しております。 

 ２項営業外費用３目消費税及び地方消費税１節消費税及び地方消費税７４万円の増額は、本年

度末を見越した消費税納付額を補正を行うものでございます。 

 今回の補正により、本年度の収支は１,８０２万円余の純利益が見込まれ、今年度末の資金残

高は４億５４１万円余となる見込みでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議の上、議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（古賀ひろ子）  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 

 質疑の方法についてお諮りします。収益的収入、支出の一括質疑と総括質疑という順序で審査

を行いたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  異議なしと認めます。 

 それでは、収益的収入、支出の一括質疑に入ります。質疑のある方は、ページ数をお示しの上、

質疑をお願いします。質疑のある方はどうぞ。７番、入江議員。 

○議員（７番 入江政行）  まず、事業一覧のほうからちょっとお話したいと思います。 

 全員協議会でも申し上げましたけれども、志免町にこれは融通をされるわけですけれども、い

つも申し上げているのは、受水するにあったて、結局、志免町に融通できるということは、余分

な受水量になっていると思っているんですよ。これはね、やはりこういうことになると、町民の

負担が起きてくるんじゃないかなということで全員協議会で申し上げましたけれども。この受水

についてはね、もっと再考して、考えていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いし

ます。 

 それと、この金額が７４０万円ございますけれども、これはこの減額の金額についてはね、手

数料及びその他の費用ちゅうのは入っていないというのかということをちょっと確認したいんで

すけど、御答弁できますか。 

○議長（古賀ひろ子）  前田上下水道課長。 

○上下水道課長（前田友博）  この金額の７４７万ほどの金額につきましては、基本的には、受水

費の費用に対しましての減額分でございまして、全体の手数料等には関わっていないような金額
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になっております。 

 以上です。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。４番、丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  私も、この事業一覧の中から質問したいと思っています。７４７万

６,０００円の分でございます。 

 福岡地区の水道企業の受水費が、やはり本町の水道会計に大きくのしかかっており、その影響

で宇美町の上水道料金が福岡都市圏の中でも最も高い水準にあることは、これ周知の事実でござ

いますね。そういった中で、志免町に１,０００トン、２か月と、７５２万円も融通すると、こ

れでも大きいんですね。この７５２万円――７４７万６,０００円か。大変大きなことで、それ

なりに御苦労があったんじゃないかなとも思っています。本当にありがたく思っていますけれど

も。 

 ほかに、例えば水道企業団の中で今、太宰府があると思いますけれども、ほかに水に困ってい

る自治体あるのかないのか。その辺はいろいろ話を聞いてあると思うんですけれども、現状、ち

ょっとお話できませんか。いかがでしょう。 

○議長（古賀ひろ子）  前田課長。 

○上下水道課長（前田友博）  企業団の融通の件でございますが、現時点におきましては、企業団

や福岡都市圏の総合水対策研究会などの協議を行ってまいった経緯がございます。 

 また、研究会の中におきましても、ほかの自治体さんが水不足しているのか、余っているのか

については、本年度調査が行われているところでございます。その結果につきましては、本年度

末もしくは来年度当初には結果が出てくるんじゃないかという、ちょっとめどを立てているとこ

ろでございます。 

 私どももそのような会議の中で融通できると今、発言もさせていただいておりますし、また、

上司につきましても、多様な会議に出席された際など、他自治体の上層部の方々に対しましても、

受水量の融通についてトップセールスをしていただいているところでございます。 

 現時点におきましては、どの自治体がどのくらい水が足りないというのは今、分かりかねると

ころでございますけれども、会議の中では、２団体もしくは３団体程度がそのような手を挙げて

いるところがある状況でございます。 

 以上です。 

○議長（古賀ひろ子）  ４番、丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  本来なら、企業団全体の中でそういった受水契約の見直しというのが

進められるべきであろうと思いますが、なかなかそこまで至らないというのも私、理解はしてお

ります。 
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 ただ今回、こういった調査が行われて、各個別の自治体の実態が明らかになってくるだろうと。

そういった全体融通に至るまでには、全体の調整に至るまでには、そういった個別調整というの

がやはり大事になってきますので、ぜひ町長、副町長たちのトップセールスさらに進めていただ

いて、こういった融通がスムーズにいくように頑張っていただきたいなと思っております。回答

は要りません。よろしくお願いします。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。収益的収入、支出の一括質疑を終結します。 

 次に、総括質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。総括質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第１５号 令和４年度宇美町上水道事業会計補正予算（第６号）を採決いたし

ます。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子）  起立全員であります。したがって、議案第１５号は原案のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第１６号 

○議長（古賀ひろ子）  日程第９、議案第１６号 令和４年度宇美町流域関連公共下水道事業会計

補正予算（第３号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。前田上下水道課長。 

○上下水道課長（前田友博）  それでは、議案第１６号 令和４年度宇美町流域関連公共下水道事

業会計補正予算（第３号）について御説明いたします。 

 予算書の３ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算は、年度末の決算を見通しまして補正を行うものでございます。 

 第２条で、収益的収支の収入におきまして、既決予定額９億４,６７０万１,０００円を５０万

５,０００円増額補正いたしまして、９億４,７２０万６,０００円に、支出で既決予定額８億

６,８６０万１,０００円を７２１万６,０００円増額補正いたしまして、８億７,５８１万

７,０００円とするものでございます。 
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 第３条では、資本的収支の収入におきまして、既決予定額５億５,２４２万１,０００円を

９００万円減額補正いたしまして、５億４,３４２万１,０００円に、支出で既決予定額８億

７,４４４万９,０００円を９５３万３,０００円減額補正いたしまして、８億６,４９１万

６,０００円とするものでございます。 

 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億２,１４９万５,０００円は、建設改良積立

金、損益勘定留保資金及び利益剰余金処分額で補塡することといたしております。 

 第４条では、企業債の借入限度額について、流域下水道事業費で限度額３,４５０万円を

９００万円減額補正いたしまして、２,５５０万円とするものでございます。 

 第５条では、職員給与費を４６８万円増額補正して、４,４８３万９,０００円とするものでご

ざいます。 

 それでは、予算書の６ページ、７ページをお願いいたします。 

 収益的収入及び支出の収入におきまして、１款下水道事業収益２項営業外収益４目長期前受金

戻入１節長期前受金戻入５０万５,０００円の増額は、資産の減価償却費に含まれる国庫補助金

等相当額を収益化するもので、令和３年度の工事費が確定したことによるものでございます。 

 支出に移りまして、１款下水道事業費用１項営業費用３目総係費の１節給料、２節手当、５節

法定福利費まで合わせまして４６８万円の増額は、課長等人件費を上水道事業会計と案分するな

どの整理を行うものでございます。 

 ２３節負担金１８３万１,０００円の減額は、下水道使用料賦課徴収に係る事務負担金でござ

いまして、上水道事業会計において、量水器購入費が減額になったことにより負担金額の減額補

正を行うものでございます。 

 ４目減価償却費１節有形固定資産減価償却費９７万円の減額は、令和３年度取得資産の減価償

却費の確定に伴い、補正を行うものでございます。 

 ２節無形固定資産減価償却費７万９,０００円の減額は、流域下水道建設負担金分が確定した

ことに伴い、減額補正を行うものでございます。 

 ５目資産減耗費１節固定資産除却費１万５,０００円の減額は、今年度末の残存価格が確定し

たことにより補正を行うものでございます。 

 ２項営業外費用１目企業債利息及び企業債取扱諸費１節企業債利息１０万５,０００円の増額

は、借入額の確定に伴う整理を行ったものでございます。 

 ２目消費税及び地方消費税１節消費税及び地方消費税５３２万６,０００円の増額は、本年度

末を見越した消費税納付額を補正するものでございます。 

 予算書の８ページ、９ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出の収入におきまして、１款資本的収入１項企業債１目企業債２節流域下水



- 48 - 

道事業債９００万円の減額は、多々良川流域下水道事業建設負担金が確定したことに伴い、流域

下水道事業債の借入れを減額するものでございます。 

 支出に移りまして、１款資本的支出１項建設改良費２目流域下水道建設負担金１節流域下水道

建設負担金９４９万４,０００円の減額は、多々良川流域下水道事業建設負担金が確定したこと

により、減額を補正するものでございます。 

 ２項企業債償還金１目企業債償還金１節企業債償還金３万９,０００円の減額は、元金償還金

の確定によるものでございます。 

 今回の補正により、本年度の収支は７,６２９万円余の純利益が見込まれ、今年度末の資金残

高は５,２５１万円余となる見込みでございます。 

 以上で説明を終わりますが、御審議の上、議決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（古賀ひろ子）  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 

 質疑の方法についてお諮りします。収益的収入、支出及び資本的収入、支出の一括質疑と総括

質疑という順序で審査を行いたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  異議なしと認めます。 

 それでは、収益的収入、支出及び資本的収入、支出の一括質疑に入ります。質疑のある方は、

ページ数をお示しの上、質疑をお願いします。質疑のある方はどうぞ。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。収益的収入、支出及び資本的収入、支出の一括質疑を終結

します。 

 次に、総括質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。総括質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第１６号 令和４年度宇美町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第３号）

を採決いたします。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子）  起立全員であります。したがって、議案第１６号は原案のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 
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日程第１０．議案第１７号 

○議長（古賀ひろ子）  日程第１０、議案第１７号 令和４年度宇美町一般会計補正予算（第

１０号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。中西財政課長。 

○財政課長（中西敏光）  それでは、議案第１７号 令和４年度宇美町一般会計補正予算（第

１０号）の説明をさせていただきます。 

 予算書の３ページをお願いいたします。 

 令和４年度宇美町一般会計補正予算（第１０号）は、歳入歳出それぞれ２億４,２０３万

５,０００円を追加し、予算総額を１４７億２,０７６万５,０００円とするものでございます。 

 また第２条で繰越明許費の補正、第３条で債務負担行為の補正、第４条で地方債の補正を併せ

て提案をしております。 

 本補正の主な内容は、令和４年度決算を見通しての各事務・事業費の整理やふるさと宇美町応

援寄附事業費、財政調整基金費、障害者自立支援給付事業費などの増額を行う一方、マイナポイ

ントプレミアム商品券事業費、介護保険関係経費、新型コロナウイルスワクチン接種事業費など

の減額を行うものです。 

 なお、各款にわたる人件費の補正につきましては、説明を割愛させていただきますことを御了

承いただきたいと思います。 

 歳出から説明をさせていただきます。 

 資料につきましては、３月議会議案資料綴一般会計補正予算（第１０号）事業一覧表を御参照

ください。 

 少し飛びますが、予算書４１ページをお願いいたします。 

 １款議会費１項議会費１目議会費は、右中段の００３議会運営経費１６７万７,０００円の減

額は、決算を見通しての各経費の整理を行うものです。 

 次の４２、４３ページをお願いします。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費から次の２目文書広報費。 

 ４４、４５ページをお願いします。 

 ５目財産管理費も決算を見通しての減額整理となっています。 

 ６目企画費ふるさと宇美町応援寄附事業費につきましては、当初予算におきまして寄附金額を

３億円とし各事務経費等を計上していましたが、今年度の寄附金額が５億円程度となる見込みで

あることから予算を見直すこととし、関連システム利用手数料を３,２３８万２,０００円、運営

代行手数料を１億２,４９９万８,０００円など増額をしています。 

 ４６、４７ページをお願いします。 
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 ７目電子計算費、００１情報システム管理費と００２情報システム共同化事業費は、執行残等

の減額整理を行うものです。 

 ８目自治振興費と１２目土地対策費につきましても決算を見通しての減額整理となっています。 

 １４目基金費では、基金の利子を整理するほか、本補正予算における歳入歳出の差引額のうち

下段００３庁舎建設等基金積立金に５,０００万円を積み立て、残りの１億８,７５７万

８,０００円を上段の００１財政調整基金費に積み立てるものです。 

 ４８、４９ページをお願いします。 

 森林環境譲与税基金費は、森林環境譲与税を割り当てている事業の執行額が確定し、今年度の

収入額との差額１３３万５,０００円を積み立てるものです。 

 １８目地域交通費、地域交通環境整備事業費も決算を見通しての減額整理となっています。 

 次からは、新型コロナウイルス感染症に伴う町独自の支援事業や感染防止対策事業について決

算を見通し減額するもので、１９目緊急経済対策費、０１０生活応援地域商品券事業費につきま

しては、商品券等作製業務委託料を１４３万円、生活応援地域商品券給付金を４２５万９,０００円

減額しています。 

 ５０、５１ページをお願いします。 

 ００７確定申告会場感染防止対策事業費は２９万２,０００円を減額、町内福祉施設等物価高

騰対応支援事業費は１万２,０００円減額をしています。 

 ２項徴税費２目賦課徴収費、００１町民税賦課経費と００２固定資産税賦課経費。 

 ５２、５３ページ。 

 ００３収納経費についても決算を見通しての減額整理となっています。 

 ３項戸籍住民基本台帳費１目戸籍住民基本台帳費、００２戸籍住民基本台帳管理費は、決算を

見通しての減額をする一方、マイナンバーカードを利用したらくらく窓口証明書交付サービスの

導入等に伴い、証明書交付手数料を減額したことにより発行数の増加が見込まれるため、コンビ

ニ交付発行委託手数料を５万９,０００円、自治体基盤クラウドシステムサービス利用料を９万

円増額をしています。 

 ５４、５５ページをお願いします。 

 ００４個人番号カード交付事務費は、時間外勤務手当７５万円の増額。そのほか決算額を見通

しての減額整理となっています。 

 ００５マイナポイントプレミアム商品券事業費は、マイナンバーカードの普及促進及びコロナ

禍における地域経済の活性を促進するため実施した本事業について、令和４年１２月２８日の事

業終了に伴って減額整理を行うものです。 

 ５６、５７ページをお願いします。 
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 ５項統計調査費２目指定統計費。次の６項監査委員費１目監査委員費につきましても決算を見

通しての減額整理となっています。 

 ５８、５９ページをお願いします。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、０１０電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支

援給付金支給事業費も決算を見通しての減額整理です。 

 ３目国民健康保険事業費、国民健康保険特別会計繰出金では、額の確定に伴い、保険基盤安定

分を３１９万８,０００円の増額。職員給与費等の保険基盤安定以外分を３,７８３万６,０００円

増額をしています。 

 ４目障害者福祉費、００３障害者自立支援給付事業費は、福祉サービス利用者の増加に伴い、

障害者自立支援給付費を５,２２６万７,０００円増額しています。 

 ００５障害者地域生活支援給付事業費は、申請件数の増加に伴い、日常生活用具給付費を

１３５万１,０００円増額しています。 

 ６０、６１ページをお願いします。 

 ５目高齢者福祉費、高齢者福祉事業費、６目高齢者福祉施設費、老人福祉センター運営経費は、

執行残及び決算を見通しての減額整理となっています。 

 ７目介護保険事業費、００２包括的支援事業費も不用額の減額整理。 

 次の００４介護保険関係経費、福岡県介護保険広域連合負担金は、額の確定により２,７０３万

円の減額などとなっています。 

 ８目後期高齢者医療費、後期高齢者医療特別会計繰出金は、額の確定により８６万２,０００円

減額しています。 

 ６２、６３ページをお願いします。 

 ２項児童福祉費１目児童福祉総務費、００２子ども医療支援経費は、医療機関への受診件数等

が増加しているため、審査支払手数料を２０万２,０００円、子ども医療費を４６３万１,０００円

増額しています。 

 ００９低所得の子育て世帯生活支援特別給付金支給事業費は、決算を見通しての減額整理で、

６４、６５ページ、低所得の子育て世帯生活支援特別給付金を１,０８５万円減額をしています。 

 ０１１出産・子育て応援事業費は、令和５年１月開始した出産・子育て応援給付金を支給する

ためのシステム構築に係る電算システム改修業務委託料（補助）を２００万円計上しています。

なお、この経費は国の１００％補助となっています。 

 ２目児童手当費、児童手当関係経費、児童手当は、支給額の確定により１,０００万円減額。

前年度国庫支出金返還金を５万２,０００円計上しています。 

 ３目ひとり親家庭等医療費、ひとり親家庭等医療支援経費は、令和３年度に比べ、医療機関へ
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の受診件数が増加しているため、審査支払手数料を３,０００円増加する一方で、ひとり親家庭

等医療費を決算を見通し２００万円減額をしています。 

 ４目子育て支援事業費、子育て支援関係経費は、コロナ禍の影響により講座等が中止となった

ため、託児業務委託料を６１万３,０００円減額。不用額として子育て支援団体補助金を１０万

円減額をしています。 

 ５目保育園費、町立保育園運営経費は、６６、６７ページをお願いします。 

 保育士派遣業務委託料は、不用額として２６９万円減額などとなっています。 

 ６目児童福祉施設費、こども教育総合支援センター管理費は、使用料増加が見込まれるため通

信運搬費（電信電話料）を４万１,０００円増額。使用枚数削減によりコピー機使用料を５万

７,０００円減額をしています。 

 ８目青少年健全育成費、青少年健全育成事業費は額の確定により、粕屋警察署少年補導員活動

補助金を３万５,０００円減額をしています。 

 ６８、６９ページをお願いします。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費、００２母子衛生事業費では、受診件数等が増

加したため妊婦健診業務委託料を１７６万円増額し、申請者の減少により不妊治療費補助金を

６３万９,０００円減額をしています。 

 ００３保健衛生事業費は、不用額の減額整理となっています。 

 ００４救急医療体制整備事業費は、粕屋南部消防組合で運営しています粕屋中南部休日診療所

事業分担金を９２万４,０００円計上しています。 

 ００５関係団体等支援事業費、００６保健衛生関係経費は、決算を見通しての減額整理となっ

ています。 

 ７０、７１ページをお願いします。 

 ３目予防費、００１予防接種事業費も決算を見通しての減額整理。 

 ００３新型コロナウイルスワクチン接種事業費は、不用見込額の減額整理となっています。 

 ４目環境衛生費、００１北筑昇華苑組合費は、不足が見込まれる組合経常経費負担額を１万円

４,０００円。葬祭場火葬料助成金を１２４万３,０００円増額しています。 

 ００２畜犬衛生費は、不用額の整理となっています。 

 ６目上水道費、上水道事業会計繰出金５５１万６,０００円は、国からの通知、地方公営企業

繰出金についてに基づき繰出しを行っているもので、具体的には、上水道事業における防火水槽

給水管漏水修理費や消火栓漏水修理費等の経費に対して繰り出すものです。 

 ２項清掃費１目清掃総務費。 

 ７２、７３ページをお願いします。 
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 ２目美化推進費は、決算を見通しての増減額整理となっています。 

 ３目塵芥処理費、００１ごみ処理事業費は、ごみ袋等製作業務委託料を執行残により６万

２,０００円減額。 

 ＲＤＦ処理業務委託料は、須恵町外二ヶ町清掃施設組合の事業費の決算見込みから、１,３０６万

３,０００円減額をしています。 

 ００２最終処分場運営経費は、清掃業務委託料など執行残の整理。 

 ７４、７５ページをお願いします。 

 浸出水処理施設点検整備工事請負費（単独）も執行残により２００万円減額をしています。 

 ００３リサイクルセンター管理費では、宇美志免リサイクルセンター運営費の確定により、宇

美町・志免町衛生施設組合負担金を２,１７４万９,０００円減額をしています。 

 ４目し尿処理費、００１浄化槽費は設置基数の確定により、合併処理浄化槽設置整備事業補助

金の補助分を１１４万９,０００円減額。単独分を３７万８,０００円減額をしています。 

 ００２浄化センター管理費は、宇美志免浄化センター運営費の確定により、宇美町・志免町衛

生施設組合負担金を４１３万９,０００円減額しています。 

 ７６、７７ページをお願いします。 

 ６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費、農業委員会運営経費の不用額の減額整理。 

 ２つ下の３目農業振興費も決算を見通しての減額整理となっています。 

 ５目農地費、農業基盤保全事業費、測量設計業務委託料（補助）１９９万２,０００円の減額

は、神武原池改修事業実施設計業務委託料の執行見込額により減額するものです。 

 ２項林業費２目林業振興費、００１森林機能保全事業費は、７８、７９ページをお願いします。 

 荒廃森林整備事業について福岡県から事業追加の依頼があり、消耗品費や荒廃森林整備工事請

負費（単独）を６２３万円増額する一方で、執行額の確定等により森林環境整備業務委託料を

２２万円、経営管理意向調査業務委託料を５２万８,０００円など減額をしています。 

 ００２林道維持管理費も執行額確定による減額整理です。 

 ８０、８１ページをお願いします。 

 ７款商工費１項商工費については、額の確定等による減額整理です。 

 ８２、８３ページをお願いします。 

 ８款土木費、中段の２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費、００２道路橋りょう関係経

費は、執行額確定等による減額整理をしています。 

 ２目道路橋りょう維持費、道路橋りょう維持管理費、道路改良工事請負費（補助）は、町道柳

原～大名坂線舗装修繕３期工事の執行残等により１,８７１万７,０００円減額。土地購入費（補

助）は、町道炭焼～新田原線狭あい道路整備促進事業に伴う未執行額として１３０万円減額をし
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ています。 

 ８４、８５ページをお願いします。 

 ５項都市計画費１目都市計画総務費、都市計画事務関係経費、通信運搬費（郵便料）は、決算

を見通し１６万４,０００円減額をしています。 

 ３目街路事業費、都市計画街路整備事業費は、負担金額の確定により志免宇美線街路事業負担

金を１,０００万円減額。志免宇美線道路建設促進期成会負担金は、本年度、徴収されないため

３０万円減額をしています。 

 ５目公園費、公園管理・整備事業費は、公園施設長寿命化事業について国の第２次補正予算が

成立したことにより、令和５年度で実施予定の事業を前倒しで実施するため、公園整備工事請負

費（補助）を２,２００万円計上をしています。 

 ６項住宅費１目住宅管理費、００２町営住宅維持管理費は、執行残の減額を整理をしています。 

 ８６、８７ページをお願いします。 

 ９款消防費１項消防費１目常備消防費では、額の確定により粕屋南部消防組合分担金を

５６７万３,０００円減額をしています。 

 ２目非常備消防費と４目防災対策費は、決算を見通しての減額整理となっています。 

 ８８、８９ページを飛ばしまして、９０、９１ページをお願いします。 

 １０款教育費１項教育総務費１目教育委員会費、教育委員会運営経費は、額の確定による減額。 

 ３目教育支援事業費、００１学校教育推進事業費、００２学校支援事業費は、執行残の減額整

理。 

 ００４保健・安全対策事業費も執行残等の減額整理を行う一方、不足する燃料費を５万

２,０００円増額をしています。 

 ９２、９３ページ。 

 ２項小学校費１目学校管理費では、各小学校における不用額等について減額する一方で、不足

する光熱水費、電気やガス代など増額をしていますが、００５桜原小学校管理費で９４、

９５ページをお願いします。学校整備工事請負費（単独）で、特別支援学級児童の増加に伴い、

既存教室の間仕切り工事等を行うため１８１万７,０００円増額。 

 ００７学校管理関係経費では、令和５年度学びの保障・充実のための学習者用デジタル教科書

実証事業に伴い、国からの算数のデジタル教科書で提供されない３校分の購入費として学習者用

デジタル教科書購入費を９４万４,０００円。小学校で不足する空気清浄機購入費として学校用

器具費１３万２,０００円計上をしています。 

 ２目教育振興費も各小学校における不用額等の減額整理等をしています。 

 ９６、９７ページの下段の４目施設整備費、宇美小学校施設整備費も執行残の減額を整理をし



- 55 - 

ています。 

 ９８、９９ページをお願いします。 

 ３項中学校費１目学校管理費も決算を見通しての増減額整理をしていますが、００４宇美南中

学校管理費では、特別支援学級生徒の増加に伴い、テレビ及び充電保管庫設置のための学校整備

工事請負費（単独）を５９万円計上しています。 

 ００５学校管理関係経費では、各中学校で不足する空気清浄機購入費として学校用器具費

３３万円計上しています。 

 ２目教育振興費も決算を見通しての減額整理等を行っています。 

 １００、１０１ページをお願いします。中段の６項社会教育費については、１目社会教育総務

費、次の１０２、１０３ページ、２目青少年教育費、３目人権教育費、４目公民館費、１０４、

１０５ページ、５目図書館費、８目文化財保護費、１０６、１０７ページ、９目歴史民俗資料館

費までそれぞれ決算を見通しての事務・事業費の整理となっています。 

 ７項保健体育費１目保健体育総務費、２目体育施設費も決算を見通しての事務・事業費の整理

をしていますが、１０８、１０９ページをお願いします。００３宇美南町民センター管理費では、

令和５年４月から実施する芝生広場の一般開放に伴い注意事項看板を設置するため、体育施設整

備工事請負費（単独）１２万８,０００円など計上をしています。 

 ３目学校給食費も１１０、１１１ページまで続きますが、それぞれ決算を見通しての事務・事

業費の整理となっています。 

 １１２、１１３ページをお願いします。 

 １１款災害復旧費２項公共土木施設等災害復旧費２目公共土木施設等補助災害復旧費は、町道

竹ケ下～桜ケ丘線仮設防護柵維持管理及び撤去工事の執行見込額により不用額４７０万円減額を

しています。 

 歳出の説明は以上となります。 

 続きまして歳入の説明をさせていただきます。 

 １４ページ、１５ページをお願いいたします。 

 １款町税は、年度末の調定見込額や見込徴収率等の見直しにより１項町民税を６,１４５万円

増額。 

 ２項固定資産税を３１２万３,０００円増額。 

 ３項軽自動車税を１６万円増額。 

 ５項旧法による税を６万３,０００円減額をしています。 

 １６、１７ページをお願いします。 

 ３款利子割交付金は、本年度の収入見込額から減額補正し、６款法人事業税交付金と７款地方
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消費税交付金は、収入見込額から増額補正をしています。 

 １０款地方交付税、普通交付税は、国の令和４年度第２次補正予算において、令和４年度普通

交付税が増額され追加交付となったため９,３４４万２,０００円増額しています。 

 １２款分担金及び負担金２項負担金から１８、１９ページ、１３款使用料及び手数料１項使用

料。次の２０、２１ページの中段の２項手数料までは、収入済額または今後の収入見込により、

各予算の補正減額を行っています。 

 １４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金、２節国民健康保険保険基盤安定負担

金、３節障害者福祉費負担金。２２、２３ページ、４節児童手当給付費負担金は、歳出事業費の

確定等による確定増減により、そこに充てる国庫支出金を増減額補正をしています。 

 ７節臨時特別給付金負担金の低所得の子育て世帯生活支援特別給付金負担金（ひとり親以外）

と電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金負担金は歳出の減による減額補正です。 

 ８節国民健康保険未就学児均等割保険税負担金は、額の確定により１１１万５,０００円増額

しています。 

 ７目災害復旧費国庫負担金４節公共土木施設災害復旧事業費負担金の過年度公共土木施設災害

復旧事業費負担金の減額は、当初計上していました町道竹ケ下～桜ケ丘線仮設防護柵維持管理費

及び撤去工事の歳出の減により３４６万８,０００円の減額と本年度７月専決処分とした補正第

４号において７,１３１万２,０００円計上していましたが、令和５年度に交付されることとなり

減額。合計７,４７８万円減額するものです。 

 ２項国庫補助金１目土木費国庫補助金１節社会資本整備総合交付金の狭あい道路整備等促進事

業交付金は、額の確定により５１８万２,０００円増額をしています。 

 ２節防災・安全社会資本整備交付金の公園施設長寿命化対策支援事業交付金は、国の第２次補

正予算が成立したことに伴い、令和５年度で実施予定の事業を前倒し実施するもので１,０００万

円を計上しています。 

 ５節道路メンテナンス事業費補助金の橋りょう補修事業補助金は、額の確定により１８１万円

減額をしています。 

 ２４、２５ページをお願いします。 

 ２目総務費国庫補助金２節戸籍住民基本台帳費補助金の個人番号カード関連事務費補助金と

２つ下の７節デジタル基盤改革支援補助金の自治体オンライン手続推進事業費補助金、３目民生

費国庫補助金１節障害者福祉費補助金の障害者地域生活支援給付費補助金は、歳出の減によりそ

れぞれ減額をしています。 

 ３節地域子ども・子育て支援事業費補助金の乳児家庭全戸訪問等事業費補助金と利用者支援事

業費補助金（母子保健型）は、歳出の増により増額補正。その下、放課後児童支援員等処遇改善
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臨時特例事業費補助金を４９万１,０００円減額をしています。 

 ９節子育て支援事業費補助金の出産・子育て応援交付金は、システム改修事業委託料等の増額

により２２６万４,０００円計上しています。 

 ４目衛生費国庫補助金５節新型コロナウイルスワクチン接種事業費補助金は、新型コロナウイ

ルスワクチン接種体制確保事業費の減額により５,１７６万円減額をしています。 

 ９目教育費国庫補助金１節教育振興費補助金は、学校等における感染症対策等支援として学校

保健特別対策事業費補助金が追加となり８７万５,０００円計上しています。 

 ２６、２７ページをお願いします。 

 ２節学校施設環境改善交付金は、小中学校のインターネット回線方式変更業務に対し補助され

るもので、公立学校情報機器整備費補助金を１１１万１,０００円計上しています。 

 ３項委託金６目教育費委託金１節教育振興費委託金、地域運動部活動推進事業費委託金は、額

の確定により２０万１,０００円減額をしています。 

 １５款県支出金１項県負担金。次の２８、２９ページ。２項県補助金。次の３０、３１ページ。

さらに次の３２、３３ページ。３項委託金までは、国庫支出金と同様に歳出事業費の確定等によ

る補正増減により、それに連動し増減額補正するものが主なものとなっています。 

 １６款財産収入１項財産運用収入２目利子及び配当金は、基金の利子を２つの基金利子の現在

高に合わせ調整するものです。 

 １７款寄附金１項寄附金１目一般寄附金を１５０万円増額。 

 ３目ふるさと宇美町応援寄附金につきましては、現状の寄附金額から年度末を見通し、当初の

見込みから総額で２億円増額し、５億円となる見込みであることから、各指定事業の受入額につ

いて増額補正を行っております。 

 これが次の３４、３５ページ上段まで続きます。 

 １８款繰入金２項基金繰入金７目歩み出そう次の１００年基金繰入金１５２万２,０００円の

減額は、基金充当事業費の減に伴うものです。 

 ２０款諸収入１項延滞金、加算金及び過料１目延滞金では、収入済額から町税延滞金を４９万

７,０００円増額をしています。 

 ７項雑入５目過年度収入は、１節医療費支給事業費を３３万５,０００円減額をしています。 

 ３６、３７ページ。 

 ８目雑入は、収入額の確定や見込みにより増減額整理をするものです。 

 ３８、３９ページをお願いします。 

 ２１款町債１項町債は、対象事業費の確定等により増減額整理を行っていますが、４段目の

９目災害復旧費、１節補助災害復旧事業債の過年公共土木施設等災害復旧事業は、当初、計上し
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ていました町道竹ケ下～桜ケ丘線仮設防護柵維持管理及び撤去工事の歳出の減により１６０万円

の減額と、本年度４月専決処分とした補正第４号において３,２００万円計上していましたが、

国庫負担金が令和５年度に交付されることとなり減額。合計３,３６０万円減額するものです。 

 １３目補正予算債４節防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債の公園施設長寿命化対策支援事

業は、令和５年度で実施予定の事業を前倒し実施するため１,０００万円計上しています。 

 次に、８ページをお願いいたします。 

 第２表繰越明許費補正は、６件の追加と１件の変更を提案するもので１、追加の１件目が２款

総務費１項総務管理費。事業名が地方公務員定年引上げ対応業務で、金額は２６０万７,０００円

と定めるもの。 

 ２件目が８款土木費２項道路橋りょう費。事業名が町道炭焼～新田原線狭あい道路事業で、金

額を６,２７０万円。 

 ３件目が同じく８款土木費２項道路橋りょう費。事業名が町道原田１号線狭あい道路事業で、

金額を１,３４０万円。 

 ４件目が同じく８款土木費２項道路橋りょう費。事業名が町道若草団地２号線道路改良事業で、

金額を２,３６２万円。 

 ５件目が同じく８款土木費２項道路橋りょう費。事業名が町道長谷松ケ本線歩道改良事業で金

額を５０４万２,０００円。 

 ６件目が８款土木費５項都市計画費。事業名が公園施設長寿命化対策支援事業で、金額が

２,２００万円と定めるものです。 

 ２、変更は、１１款災害復旧費２項公共土木施設等災害復旧費。事業名が町道竹ケ下～桜ケ丘

線災害復旧事業で、金額を４,０００万円から７,０９１万６,０００円に変更するものです。 

 ９ページをお願いいたします。 

 第３表、債務負担行為補正は、３件の変更を提案するもので、１件目が県知事・県議会議員選

挙、限度額７９０万２,０００円を９８１万２,０００円に。 

 ２件目が証明書発行窓口等業務及び収納業務、限度額３,２００万円を３,３５８万７,０００円。 

 ３件目が保育所等整備事業、限度額１億１,６４２万３,０００円を１億２,５３３万１,０００円

に変更するものです。 

 １０ページをお願いします。 

 第４表、地方債補正は、追加１件、変更５件を提案するもので、１、追加は、起債の目的が一

般補助施設整備等事業債で、限度額が２６０万円。起債の方法、利率、償還の方法は他の地方債

と同じ内容に定めるものです。 

 ２、変更は、いずれも限度額の変更で、公共事業等債２億６２０万円を１億８,３５０万円に。 
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 公共施設等適正管理推進事業債４,２８０万円を３,８９０万円に。緊急防災・減災事業債

６,９８０万円を６,７９０万円に。補助災害復旧事業債３,４７０万円を１１０万円に。防災・

減災・国土強靭化緊急対策事業債７,９１０万円を８,９１０万円にそれぞれ変更をするものです。 

 最後になりますが、予算書の後ろのほうになりますが、１１６、１１７ページから１１８、

１１９ページに今回の補正に係る給与費明細書を。次の１２１ページには、先ほど説明いたしま

した債務負担行為の追加分に関する調書を。１２２ページには地方債の現在高の見込みに関する

調書を掲載しておりますので、御参照ください。 

 以上で説明は終わりますが、御審議の上、可決いただきますようお願いいたします。 

○議長（古賀ひろ子）  ただいまより１３時まで休憩に入ります。 

12時14分休憩 

……………………………………………………………………………… 

13時00分再開 

○議長（古賀ひろ子）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 説明が終わりましたので質疑に入ります。 

 質疑に方法についてお諮りします。 

 歳入と歳出に区別の上、歳出は適宜こちらのほうで指示いたし、歳入一括、最後に総括質疑と

いう順序で審査を行いたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  異議なしと認めます。 

 質疑のある方は、ページ数をお示しの上、質疑をお願いします。 

 それでは、歳出１款議会費から２款総務費まで、４０ページから５７ページまで質疑のある方

はどうぞ。４番、丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  ページ数でいきますと４７ページになります。 

 財政調整基金及び庁舎建設等基金についてお尋ねしたいと思いますけれども、今回の基金積立

と併せて令和４年度末の決算見込みも見えてきたんじゃないかなとこう思っております。補正予

算後の基金総額、これ財政調整基金と庁舎建設等基金、それぞれ回答してください。 

 また併せて令和４年度末ですね、決算見込額も併せて回答していただければありがたいのです

が、よろしいですか。 

○議長（古賀ひろ子）  中西財政課長。 

○財政課長（中西敏光）  失礼します。本補正予算後ですけども、財政調整基金積立金につきまし

ては、今回、利子を含め１億８,７５９万４,０００円の積立てを行い２０億９,１４４万

６,０００円となります。 
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 次に、庁舎建設等基金費積立金につきましては、これも利子を含めまして５,００１万

８,０００円の積み立てまして１１億９３７万５,０００円ということになります。 

 特定目的基金というのがありまして、これにつきましては、まだ農業振興事業費財政基金と森

林環境譲与税、それと歩み出そう次の１００年基金、そういったものがありますけども、特定目

的基金につきましては、合わせますと１１億６,７７６万１,０００円となります。 

 先ほど、財政調整基金が２０億９,１４４万６,０００円ということになりますので、これを合

わせまして基金につきましては、３２億５,９２０万７,０００円ということになります。（「あ

りがとうございます」と呼ぶ者あり） 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。８番、黒川議員。 

○議員（８番 黒川 悟）  予算書の５５ページ、マイナポイントプレミアム商品券の事業につい

てお聞きします。 

 補正予算が約３,０００万ほどマイナス減額になっていますが、これの要因をお願いします。 

○議長（古賀ひろ子）  八島住民課長。 

○住民課長（八島勝行）  このマイナポイントプレミアム商品券事業の予算につきましては、お

１人当たり５,０００円の商品券を支給するという前提で始めておりますが、その支給の目標を

今年度末までには国が全国民のほとんどの方にカードを交付させるというふうな目標掲げており

まして、その関連の資料の中に７５％を目標ということがありました。 

 このマイナポイントプレミアム商品券事業につきましても、事業期間中に可能であれば７５％

達成することを目標として予算策定しておりますので、その関係で、実質はこれは……すいませ

ん、資料にちょっと書いておりませんが、この事業期間中に六十数％の交付となりましたので、

その差額分が執行残として補正減となっております。 

 以上でございます。 

○議長（古賀ひろ子）  黒川議員。 

○議員（８番 黒川 悟）  この事業が終わったことに伴って、多分、ぱたっとカードの申請が止

まるんじゃないかなという気もするんですが、今後、町としてどのような手を打っていこうと思

われていますか。 

○議長（古賀ひろ子）  八島課長。 

○住民課長（八島勝行）  これと同様な事業はなかなか難しいと思っておりますが、今後、町とし

てマイナンバーカードの利便性、そういったことをしっかりと周知、広報してカードの普及に努

めてまいりたいと思っております。 

 また、町の独自の事業が終わった後も、国のマイナポイント事業が２月末までの申請が対象と

なっておりまして、それの関係もありまして、年明けてもなかなかこう数の交付率が順調に伸び
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ておりまして、２月末時点で７０.４５％、７０％超えるようなかたちになっております。 

 以上でございます。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。 

 次に、３款民生費から４款衛生費まで、５８ページから７５ページまで質疑のある方はどうぞ。

９番、鳴海議員。 

○議員（９番 鳴海圭矢）  ページ数でいきますと５９ページになりますね。 

 ３款の１項１目のところですね、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事業のと

ころについて質問をいたします。 

 当初のほうがですね、４,３００世帯を見込んでいましたが、実際には申請状況によって

４,１００世帯だったということなんですけれども、これ見込みよりも下がった、案内したけど

必要ないということで何か断られたのか、どうしてその見込みより下がってしまったのかってい

うことについてちょっと詳しいことを説明を求めたいと思います。 

○議長（古賀ひろ子）  尾上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（尾上靖子）  当初の見込みとしましては、４,３００世帯を見込んだ根拠といた

しましては、令和３年度の給付金事業がございまして、そちらの実績。それと非課税世帯の、非

課税世帯というのはこちらで把握できるものですが、家計急変世帯も含めたところで４,３００世

帯を見込んでおりました。 

 結果、令和３年度の給付金の実績が９６.５％、非課税世帯の方の給付金の実績が９６.５％と

いうところで、非課税世帯の実績を９７％と見込んで予算を組み、プラスアルファとして家計急

変世帯を見込んでトータル４,３００世帯としておりました。 

 結果、まだ２月末で締めておりますけれど、駆け込みと言いますか、申請書が届いておりまし

て、最終的なまだ給付率は出ておりませんが、現時点では９５.６％となっております。 

 下回った要因としましては、これ非課税世帯であっても、例えば遠方に子どもさんがいらっし

ゃったり、そういった方は、子どもさんが課税の場合は、課税の方に扶養されている場合は対象

となりません。それとか申告の更正をした、修正がなされた場合に、結果的に課税となった方も

いらっしゃいます。そういった方がいらっしゃいますので、そこを含めたところでの実績で、実

績見込みで減額しております。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。４番、丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  ページ数でいくと６９ページになります。 

 資料でいくと９ページですね。ここに救急医療体制整備事業費ということで、９２万４,０００円
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計上されてあります。まず、これはどこで休日診療を行っているのか、回答していただけますか。 

○議長（古賀ひろ子）  尾上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（尾上靖子）  久山町に粕屋医師会館がございますが、そちらのほうの１階で休日

診療が行われております。 

○議長（古賀ひろ子）  丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  そういった休日診療が充実して、それに伴いまして町の負担金が計上

されること、これ致し方ないかなと思いますけれども、実際ですね、どこで休日診療を受けたい

と思ってもどこでやっているのかという、町民に浸透していないんじゃないかなあと思っており

ます。せっかくこういった負担金をお支払いするならですね、どこで受診できるのか、何時から

何時まで場所も含めて情報発信していかなくては意味がないと思っていますが、特に、小さなお

子さんを抱えた御家庭なんかは、子どもの急な発熱なんか対応できるようなところがあると本当

にありがたいと思っていると思いますけれども、現時点でどのような情報発信を行ってあります

か、回答してください。 

○議長（古賀ひろ子）  尾上課長。 

○健康福祉課長（尾上靖子）  情報発信としましては、広報の休日の診療の案内に掲載をしており

ます。あと、医師会のホームページにも掲載がなされているところです。 

○議長（古賀ひろ子）  丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  そこでですね、広報で情報発信していますとか医師会のホームページ

に載っていますじゃ駄目なんです。せっかく導入した宇美ライン等でそういったことを情報発信

することは可能ですか、ぜひ回答してください。 

○議長（古賀ひろ子）  尾上課長。 

○健康福祉課長（尾上靖子）  先ほど申し上げましたことに加えまして、すいません、こどもみら

い課から発行しておりますうみんぐ（発言する者あり）はい、うみんぐのほうにも休日の診療体

制についても周知をしておるところでございます。 

 先ほどの質問にありましたラインですけれど、現時点ではまだしておりませんが、情報が周知

されていないというところですので、ラインでの皆様の情報発信についても今後、前向きに取り

組んでまいりたいというふうに思っております。（「よろしくお願いします」と呼ぶ者あり） 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。８番、黒川議員。 

○議員（８番 黒川 悟）  予算書の６３ページ、子ども医療支援経費の件でお聞きします。 

 令和３年度から令和４年度にかけて少し医療費が上がっています。今回、補正で４６３万

１,０００円上がっていますが、この要因っていうのは、コロナ禍での何か要因があるんでしょ

うか。 
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○議長（古賀ひろ子）  八島住民課長。 

○住民課長（八島勝行）  子ども医療費の関係につきましては、令和３年度までコロナ禍の影響で

受診控えが続いておりました。それの反動でですね、今ちょっと受診される方が増えているよう

でですね、その関係で医療費が増額となっている状況でございます。 

○議長（古賀ひろ子）   黒川議員。 

○議員（８番 黒川 悟）  ここ近年のこの推移ではどんなでしょうかね。子どもの医療費ってい

うのは上がる傾向にあるんでしょうか。 

○議長（古賀ひろ子）  八島課長。 

○住民課長（八島勝行）  すいません、今、手元に詳しい資料が持ち合わしておりませんが、コロ

ナの関連の関係でですね、ここ数年、ちょっと特殊な状況が続いておりました。ですので、ここ

３年程度の状況というのはあまり参考にならないのではないかとは思っております。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。４番、丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  予算書のページ数は７５ページになります。資料は１０ページになり

ますね。 

 ここでですね、リサイクルセンター管理費２,１７４万９,０００円の減額補正となっておりま

す。この件についてちょっと幾つかお尋ねしたいなと思っているわけなんですが。 

 リサイクルセンターから売却される資源ごみの単価、これが価格が上がったことに伴って、宇

美町・志免町衛生施設組合のこれ負担金２,１７４万円も減ったということは大変これは喜ばし

いことであると。一般財源が２,１７４万減ったということ、２,１７４万９,０００円減った。

もう本当に喜ばしい、ありがたいことだなと考えています。 

 今後ですね、この資源ごみの売却価格が上がっていくようにするためには、やはりさらなるプ

ラごみの分別の徹底であったり、ペットボトルやびん、缶等はちゃんと洗浄して出してもらうな

ど、住民の皆様の協力が欠かせないことがあるとともに、これ啓発活動っていうのが大変重要に

なってくると思っています。この啓発活動が宇美町、若干不足しているんじゃないかなあという

ふうに感じております。 

 現在、どのような啓発活動を行っているのか回答していただけませんか。よろしくお願いしま

す。 

○議長（古賀ひろ子）  久我環境農林課長。 

○環境農林課長（久我政克）  それでは御回答申し上げます。 

 町のホームページ、あと広報等でですね、そのようふうな内容の文をＰＲさせていただいてお

ります。 

 それと現在、先ほど申されました売上高が高かったということで、この件で先月、近隣、近隣
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というか、宇美と志免町とで担当者レベルで協議させていただきました。 

 こういうふうにしてリサイクルに伴いまして売上げが上がっているということで、このことも

町民の方々に周知する必要があるんではないかということで、今年度末、最終的な数字がとりま

とめた後、年度代わってまたそういうふうな内容を踏まえてホームページ等で示したいと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（古賀ひろ子）  ４番、丸山議員。 

○議員（４番 丸山康夫）  ぜひですね、宇美ライン、こういったものでもごみの分別いついつで

すね、ごみの収集がありますよっていうのは通知も来ています。そういったのも活用して、さら

なる周知活動、啓発活動に取り組んでいただけたらなあと、こう思っている次第ですけれども。 

あと併せてリサイクルセンターの見学っていうのがここ数年、激減しています。数年はゼロが

続きました。コロナ禍が影響していると思うんですけれども、できたら、こういった啓発活動っ

ていうのは子どもたちにしっかり学んでもらう、こういう取組が功を奏してくるんじゃないかな

と、こう思っています。 

 ぜひ宇美町の児童そして生徒に対して総合の学習もあるでしょう、社会科見学をしてみるとか

ですね、そういったことを推進していく。それがやはり宇美町の財政に直結して軽減になるとか

ですね、そういったこと、もろつながってくるんですね。ぜひ教育長に見解をお聞きしたいと思

いますけれども、宇美町でせっかくエコルっていう施設がございます。そこへの社会科見学、あ

るいは総合の学習でごみのことをきちんと勉強させる機会を持つ。こういったことを取り組むお

考えはありませんか。ぜひ取り組んでいただきたいと私は思っているんですけど、回答してくだ

さい。 

○議長（古賀ひろ子）  佐々木教育長。 

○教育長（佐々木壮一朗）  貴重な意見ありがとうございます。学校はですね、非常に環境問題、

これに対しては非常に取り組んでいるところでございます。そういう面では、今、丸山議員がお

っしゃったようなですね、地域にあるそういう環境問題が学習できるような場があれば学校のほ

うでしっかり考えて見学をするだろうと思っています。これについては、それぞれの学校のほう

でしっかり、教育課程を踏まえながらですね、先ほど言われましたように総合的な学習とかです

ね、社会科とかですね、そういうところで見学ができないことはないです。あとはもう学校のほ

うで、いろんなことを踏まえながら考えてやっていく必要があるかなというふうに思っています。 

 実はですね、これ環境問題じゃないんですけど、井野小学校は社会科の研究をしているという

ことで、遠足に本町の歴史的な地域に行って、遠足と歴史的な学習と併せてやっている。そうい

う考え方もありますので、環境問題についてもしっかり私どもが支援をしていって、そういうこ
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とで、できたら丸山議員さんが今、おっしゃっているようなエコの問題も含めて考えていけるよ

うに。もちろん、その内容がありますので、できないことではありません。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。 

 次に、６款農林水産業費から９款消防費まで。７６ページから８９ページまで質疑のある方は

どうぞ。５番、平野議員。 

○議員（５番 平野龍彦）  事業一覧の１１ページですね、中段。荒廃森林整備工事請負費につい

てお伺いしたいと思います。 

 補正後、１７か所の伐採などが行われていることにつきまして、本当に感謝申し上げます。 

 伐採、間伐、伐採することによってですね、いろんな効果があります。 

 そこでですね、お尋ねしたいんですが、１７か所全て終わったのか、あるいはこの数件が未整

備なのか、その点をまずはお伺いしたいと思います。 

○議長（古賀ひろ子）  藤木都市整備課長。 

○都市整備課長（藤木義和）  都市整備課のほうから御回答をさせていただきます。現在では

１５か所（発言する者あり）１５か所の請負工事契約を結んでおりまして、現在、その作業を進

めております。今回、補正予算で上げております金額は２件追加になります。２件追加分を今回、

補正予算として上げておるわけですけども、全体面積としては２６.２５ヘクタール、約

７.５１ヘクタールほど増加をするわけですけども、今回、議決を頂きまして、すぐに現在締結

をしている広域森林組合と変更契約の手続を済ませまして３月中には終わらせたいというふうに

考えております。 

○議長（古賀ひろ子）  平野議員。 

○議員（５番 平野龍彦）  分かりました。今回の補正の２か所が本日、議決後に整備すると。そ

の２か所についてなんですけども、２か所のうちハピネス前ですね、炭焼二集会所の裏、これが

もう荒廃ジャングル、イノシシも出没し、アナグマも発生しております。これは確か去年の９月

の予算にも上程されていたという認識がありますが、未だに未整備なんですけども、その辺のス

キームですね、教えてもらえればと思います。 

○議長（古賀ひろ子）  藤木課長。 

○都市整備課長（藤木義和）  今、御質問の分は、森林環境譲与税を使った私有林の伐採であろう

というふうに思われるんですが、荒廃森林整備事業っていうのは山林の強度間伐を実施するのが

荒廃森林整備事業。今お尋ねの分は、環境譲与税を使った民有地を伐採するものについてはです

ね、本来、当初では今、議員が御指摘のところを整備するようにしておったんですが、緊急性が
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高いというところが１か所発生しまして、そちらのほうに９月に補正をしまして３４０万ほどか

けて、実際に場所につきましてはですね、下宇美のコンビニエンスストアの裏っ側、こちらが民

家のほうに倒れかかってきている伐採等もありましたので、今回、緊急にそちらを先にやらさせ

ていただいております。 

 今、御指摘の箇所については令和５年度で、当初予算のほうで計上するように考えております

ので、御理解をいただきたいというふうに考えております。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。 

 次に、１０款教育費から１２款公債費まで９０ページから１１５ページまで質疑のある方はど

うぞ。８番、黒川議員。 

○議員（８番 黒川 悟）  予算書の９３ページの宇美小学校体育館横レンガブロック塀の、失礼

しました、改修事業についてお尋ねします。 

 崩壊の恐れのあるブロック塀を改修するということで、予定されていたのが本年度は見送って、

来年度にということになっているようですが、この見送った詳しい要因というのはどうなります

か。 

○議長（古賀ひろ子）  川畑学校教育課長。 

○学校教育課長（川畑廣典）  見送りの理由については、事業一覧の１２ページに、一番下にこの

記載をしておりますけども、このブロック塀を修繕しようとしておりましたが、現状、調査等を

やる上で、構造物の支持力、いわゆる建てているその力が倒れてしまうかもしれないっていうよ

うなその恐れがあること。それから今日、議決いただきました宇美小学校の体育館の工事を実は

本体だけではなく、その周辺を舗装しようとしております。ちょうどこのブッロク塀のところに

舗装の部分が引かかるもんですから、一応、それと併せて塀のほうを設計したいということで今

回、見送っております。 

○議長（古賀ひろ子）  黒川議員。 

○議員（８番 黒川 悟）  ということは、当初は改修ということで、既存のものは残してから改

修するするということで、今回は新たに壊してやり直すという、そういうふうに理解してよろし

いですか。 

○議長（古賀ひろ子）  川畑課長。 

○学校教育課長（川畑廣典）  はい。改修については、もう斜めになっているので一旦壊して建て

直すというかたちになると思います。 

○議長（古賀ひろ子）  黒川議員。 
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○議員（８番 黒川 悟）  分かりました。同時に小学校の体育館の改修もあるということなんで

すが、近隣に住宅とか結構あるんで、当然、児童生徒さんたち達には十分気を付けて工事するべ

きと思うんですが、近隣にも配慮のほうをですね、ぜひお願いしたいと思います。 

○議長（古賀ひろ子）  川畑課長。 

○学校教育課長（川畑廣典）  学校施設の工事については、従前もほかの学校であった場合にも、

周辺の地域の方にビラを配るとかですね、注意喚起を行うとか、お願いをするとかいうことをや

っておりますので、今回の宇美小学校の体育館に関しても周辺の方々には、工事期間の案内とか、

御協力をお願いしますという旨の文書を出したいと思っております。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。９番、鳴海議員。 

○議員（９番 鳴海圭矢）  予算書のページ数でいきますと９５ページですね、資料綴によると

１３ページになるんですけれども、この中で、学校管理関係費のところですね、デジタル教科書

が令和５年度からですね、小学校５年生から中学校３年生に対して英語のデジタル教科書という

のが国から、国から提供されるというふうに書いてあるんですけれども、財源の内訳には一般財

源っていうふうになっているんですけれども、国から提供されるけど財源が一般財源っていうの

がちょっと、すいません、意味がよく分からなかったので説明をお願いします。 

○議長（古賀ひろ子）  川畑課長。 

○学校教育課長（川畑廣典）  ちょっとこの説明では分かりづらくて申し訳ありません。 

 実は、デジタル教科書については、まずは英語、ここに載っているのは英語じゃないんですけ

ども、英語に関しては、全小中学校に国から無償で配付されております。 

 それで今回、国から言ってきましたのが算数のデジタル教科書を配付しますと。ただ、これは

学校の規模に応じて全部に無償配付はできませんということだったんですね。それで、ここの説

明書には書いていますけども、ここに書いていない学校、宇美小学校と桜原小学校、この２校は

国からの無償配付のうちに学校の規模が大きくて入るということで無償配付されるんですけども、

２校にしか入らないのは、やっぱりほかの学校も比べると、それじゃ不公平があるということで、

残りの学校については町費を使って入れたいということで、今回、補正で上げさせていただいて

おります。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。５番、平野議員。 

○議員（５番 平野龍彦）  そしたら事業一覧の１４ページにですね、南町民センターについて。 

 以前から気になっていましたけども、四、五年前、先輩議員からの要望がついにこのたび芝生

広場ということで、天然芝ということで、恐らく日曜日、多くの親子連れの方々が集うことにな

るだろうと思います。 

 そこでお尋ねしたいんですが、９項目、禁止事項が９項目うたっていると思うんですけども、



- 68 - 

スパイクシューズで遊んではいけない。当然、自転車の乗入れもできない。バーベキューもでき

ない。集団で占領と言いますか、それもいけないという。９項目のそういう禁止事項があるんで

すけども、多くの町民は、マナーどおり多分遊ぶと思います。時々、マナー違反の方がもし現れ

た場合の管理指導と言いますか、その辺は誰が行うのか、その辺のマナー違反に対しての取組に

ついてどのようになっているでしょうか。 

○議長（古賀ひろ子）  佐伯社会教育課長。 

○社会教育課長（佐伯剛美）  失礼いたします。４月から解放される宇美南町民センター横の芝生

広場に看板を設置するという内容のことでの御質問かと思われます。 

 一応、管理につきましては、基本的には、もちろん教育委員会が管理いたしますが、ここの場

所を選定した理由の中に１つに、もちろん芝生っていうこともありますが、委託会社が基本的に

開館時は常駐しているということがございます。日曜日ももちろん常駐しておりますので、時間

単位ぐらいで見回りをするようなかたちで委託会社のほうに話を既にしております。 

 そういったことで、利用者の管理を直接行うものではありませんが、議員、おっしゃるように

マナー違反、例えば一番考えられるのはごみの置き去りですね。そういうこととか、危険な行為

等々が行われているかどうかというのは、もう委託会社のほうに委託しておりますので、そうい

うかたちで管理をしていこうと思っているところでございます。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。歳出の質疑を終結します。 

 次に、歳入一括質疑に入ります。 

 １４ページから３９ページまで質疑のある方はどうぞ。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。歳入一括質疑を終結します。 

 次に、総括質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。７番、入江議員。 

○議員（７番 入江政行）  総括質疑で質問したいと思います。 

 以前ですね、プラスチックごみの社会循環型ということで質問をしたわけですけども、ここに

事業一覧にリサイクルセンターの予算が軽減されていますけども、これによるとプラスチックご

みが売却によるものだというふうにここに書かれているんですけども、私言いたいのは、やっぱ

り宇美町もゼロカーボンシティを宣言しているわけですけども、二酸化炭素の排出をなくすため

にプラスチックのやっぱり利活用をするべきだと考えておるんですけども、今後、宇美町はそう

いった利活用について取組をされるのかどうか、それをちょっとお聞きしたいと思いますけども、

よろしくお願いします。 
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○議長（古賀ひろ子）  久我環境農林課長。 

○環境農林課長（久我政克）  新プラ法に基づくプラスチックの関係のお話だと思います。 

 現状におきましては、以前、全員協議会でも御回答申し上げましたけれども、宇美町・志免町

におきましては、容器包装プラスチックにおいては、リサイクルできるようにはやっております。

処理はやっております。 

 今後、どうするかってことでございますが、現在、皆様、御存じかと思いますけれども、須恵

町外二ヶ町清掃施設組合で令和１０年度から次期ごみ処理施設、可燃ごみ処理施設が出来上がり

ます。そちらにおきまして可燃ごみっていうことで処理行いますが、現在、宇美町・志免町にお

きましては、可燃ごみを委託であちらで処理しておりますけれども、今後、この次期ごみ処理施

設が稼働するとなると昨年の６月ぐらいの時点で、三浦組合長がこちらに来られて御説明申し上

げられましたけれども、出来上がったときには５町で運営していこうというお話をされておられ

ました。 

 ここのところの兼ね合いがありますので、宇美町としてはできるだけリサイクルしたいという

のを考えております。しかしこの次期ごみ処理施設が稼働するまでの間におきましては、現状の

処理をやっていこうということで進めております。ですから、先ほど申しました５か町で動き出

すようになると微妙な協議になっていくんではなかろうかと思っておりますので、現在としては、

このような回答しかできないというのを御理解いただきたいと思います。 

○議長（古賀ひろ子）  ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  ないようです。総括質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子）  討論なしと認めます。 

 これから議案第１７号 令和４年度宇美町一般会計補正予算（第１０号）を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子）  起立全員であります。したがって、議案第１７号は原案のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（古賀ひろ子）  以上をもちまして、本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会す

ることにいたしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



- 70 - 

○議長（古賀ひろ子）  異議なしと認めます。本日は、これで散会いたします。 

○議会事務局長（太田美和）  起立願います。礼。お疲れさまでした。 

13時37分散会 

────────────────────────────── 


